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地域地質研究報告                               （昭和51年稿） 
５万分の１図幅 
岡山(12)第40号 

 

 

多 里 地 域 の 地 質 
 

 

猪木幸男・坂本 亨 

 

 

 
本図幅地域は中国山地の中央部に位置し（東経133ﾟ00′～133ﾟ15′，北緯35ﾟ00′～35ﾟ10′)，鳥取県・島根県・広 

島県の３県にまたがっており，地質学的にも古生層から第三紀層，第四紀層にいたる，中国地方を代表する種々 

の岩石が分布している． 

図幅地域の野外調査は，昭和35年度にはじまって昭和39年度まで引きつづいて行われたが，一時中断され，昭 

和47年に再開されて終了した．昭和49年度には僅かな期間補足調査が行われた．図幅地域内の大部分の野外地質 

調査は猪木が担当し，第三系および第四系の分布地域は坂本が分担した． 

地質調査に際しては，鳥取県をはじめ，島根県横田町，広島県西城町，比和町，東城町の協力を得た．また， 

本文をまとめるに当って，モリブデン鉱床（小馬木鉱山付近の地質も含む）および山砂鉄については主に当所石 

原舜三技官によっている．ここに謝意を表します． 

なお，この地質図幅作成のための地質調査の結果の一部は，10万分の１鳥取県地質図（鳥取県，1966）に使用 

されている． 

 

Ⅰ． 地   形 
 

多里図幅地域は，鳥取・島根・広島の３県が接する中国山地の脊梁部に位置している．地域内の中央 

部には，東に道後山，西に比婆山という海抜1,200mを越す山地が相対しており，脊梁山地のうちでも 

とくに高い部分となっている（第１図)．ここでは，道後山で典型的にみられるように，海抜1,000mを 

越す山地の山頂部がなだらかな山容を呈する緩起伏地となっていることが大きな特色である（第２図)． 

中国山地の脊梁部に点在するこのような小起伏の侵食面（脊梁面あるいは高位面とよばれる）の形成時 

期について，かって大塚（1937）は中））））））と））， ）（ 1952）はそれ）降と））た．最近で 

は，後者の見解を支持する資料が多くなっている（多井 1972)．本地域内の資料では，海成の中）） 

が高度1,000m）上の山地に囲まれて分布することや，その上部に深海性の貝化石を産することからい 

って，中）世の海進の最盛期に，脊梁山地が陸地として存在した可能性は乏しいとい）る．脊梁面は， 

中））（備北層群）が））し，ある程度構造的変形をうけた後に形成されたものであろう． 

本図幅地域は，また，本野本・ 本本・高梁本 ・江ノ本の４水系の源流が相接するところでもある． 

南北の水系の分水界では，鍵
かつ

掛
かけ

峠・三井野原・俵原越などで，南から続く広く開けた谷が，北からの急 

匂配の谷によって截頭されている状況がみられ，一部では旧河床））物が残っている．比婆山と吾妻山 

の間で，海抜1,000m）上の鞍部にわずかに残存する礫層も，同様の成因のものであろう． 
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第２図 ⓐ南東側から見た道後山（服部仁技官撮影）とⓑ山頂の小起伏面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第３図 三井野原の風隙：写真の中央から右側にかけて南流する油木本の広い谷が開け，写真の中央奥（北方） 

と左側（西方）に室原本の源流が迫っている． 
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Ⅱ．地 質 概 説 
 

本地域は，本本の地質構造区分からすれば，西南本本内帯のほぼ中央部に位置する．シルル紀にはじ 

まったいわゆる“本州（秩父）地向斜”の））物である秩父古生層およびその広域変成岩である三郡変 

成岩を基盤として，後期中生代（から第三紀初期にかけて）の火成活動による火山岩類および深成岩な 

いし半深成岩類が本地域の大部分を占めている．古生層に伴う超塩基性岩を除くと，）第三系やその他 

の岩石，））層はきわめて局部的に分布する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような地層，岩石によって構成されている本地域は，本地域の東部を南北にはしる多里（推定） 

断層によって大きく二つにわけられる．一つはその断層の東側で，変成古生層（三郡変成岩)，非変成 

古生層，超塩基性岩類が広く分布し，中生代の火成岩類がこれらをおおい，あるいは貫いている地域で 

あり，今一つはその西側で，ほとんどが，中生代の火成岩類によって占められるいる地域である． 

東側の古生層は，本野本をはさんで，その北方に変成岩が，南方に非変成古生層が分布する．変成岩 

類は三郡変成岩の一部であるが，現在みられる限り，三郡変成岩のなかでは，比較的変成度の高い部分 
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が本地域内に分布している．それは主として点紋片岩からなるが，その緑色片岩中にバロア角閃石（Ba- 

rroisite）がみられるのが特徴である（HASHIMOTO，1973)．非変成古生層としたものは，今）（1959）あ 

るいは鳥取県地質図（1966）にしたがって“非変成”としたが，実は弱変成岩であって，分布地域の北 

部では，泥質岩は千枚岩化しており，一部緑色岩中にも低変成鉱物が晶出している．これら両者の間に 

は，本野本の南北両はにまたがって，後期中生代のは山岩質はは角 岩を主とする火山岩類が，東西に  

はしる２つの断層によってはさまれている．しかし変成岩と非変成古生層の層理あるいは片理の走向傾 

斜はほぼ同じ傾向で，類似の構造を示している．両者間の断層を無視すると，みかけのう）からは，変 

成岩が下位に，非変成古生層は上位にある．このような変成岩・非変成古生層には，ともに化石が全く 

発見されておらず，いづれの時代かもさだかでない．しかしここでは，石炭紀ないし二畳紀だろうとい 

う従来の見解にしたがっておく． 

非変成古生層には超塩基性岩が 非している．多里南方地域から非山にかけ，さらに南方にのび，ま  

た一部は東方へ分岐岩体として広がる，かなりの大きさをもった岩体（多里―非山岩体）があり，北側 

では一たんその分布がとざされるが，北東延長方向に稲）山を形成する稲）山岩体がみられる．これら 

の岩体には，クローム鉄鉱々床が胚胎し，とくに多里―非山岩体の北縁部および稲）山岩体中のものは 

古くから“多里地方のクローム鉱床”として有名である．また，三郡変成岩域や非変成古生層のなかに 

も，いちじるしく蛇紋岩化した超塩基性岩の小岩体が点在する．大岩体，小岩体ともに，後期中生代の 

花花岩類の 非の影花をうけている．大岩体には，はんれい岩が伴われることがあり，また花多くの花  

はんれい岩ないしは，花閃緑岩の小岩脈が貫非している．この小岩脈は，超塩基性岩体内に限ってみら 

れるという特徴をもっている．これら超塩基性岩類の 非の時期もれだれかにされていないが，他地域  

の地質状況なども）慮にいれると，三畳紀～ジュラ紀頃とおもわれる．しかし，三郡変成岩中の小岩体 

には，広域変成作用の影花をうけたものもあり，より古い時代の 非岩もあるようである．  

古生層あるいは変成岩類に 非した超塩基性岩類の活動）後，後期中生代の古しい火成活動がはじま  

るまでの間，この地域には地層の））のあとはみられない．おそらくこの期間は，いわゆる“本州（秩父） 

地向斜”が上昇をはじめた本州造山時代の時期と，それに引きつづく造陸の時代であったのであろう． 

中生代の後期にはいると，本本列島全域にわたって，古烈をきわめた火成活動があり，本地域の後期 

中生代の火成岩類もその活動の産物の一つである．本野本流域にみられる花多くの三郡変成岩類の岩片 

ををくむは山岩質はは角 岩にはじまって，デをををを質ないし流紋岩質の火山岩類が本地域全域をお  

おったものとおもわれ，それに引きつづいて，閃緑岩質・花花岩質の深成岩・半深成岩などの 非岩類  

が活動した．それらの分布あるいは産状も）述の多里（推定）断層の東側と西側とではいちじるしい違 

いがみられる．東側では，本図幅地内にいするかいり， 非岩類の分布にいい性がなく，火山岩類の分  

布も少ない．一方，西側ではその分布に方向性があって，北東―南西ないし北々東―南々西の方向に帯 

状分布をしている．この 非岩類は大ざっ状にいうならば，塩基性ないし中性の半深成岩あるいは状性  

の半深成岩が活動し，つづいて花花閃緑岩・黒雲母花花岩が，相こもごも形成され，最後に鳥取花花岩 

のようなの大なバのリのの形成で終っている．そして比較的おそい時期の 非岩ほどののと なっている 

という特徴がある． 
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）上のような 非岩類のい以は，多里（推定）断層の西側の地域においてほぼれらかにされているが，  

北隣「横田」図幅地域（）山ほか，1973）ばかりではなく，鳥取県全域にわたるものとは，必ずしも一 

致していない． 

本図幅地域の中央部で，多里から三国山をへて南西方向に帯状に分布するののの斑状花花閃緑岩体 

（多里―三国山花花閃緑岩）は，中央西部域の一（地質構造つまり他の 非岩体の帯状方向とほぼ一致  

する分布を示し，デををををないし流紋岩質火山岩類の中に貫非しているのであるが，その東側と西側 

とでは，火山岩類の産状や性質に著しいちがいがある．このことはこの岩体の貫非してきている位置が， 

断層断であったということが））られる．それは火山岩類が断出した断後， 非岩類の活動））におこ  

った運動によって生じたものであったであろう． 

第三紀に非ってからも，この付近は陸化の状態が続いていたが，中期中）世のころになって，広く海 

進をうけた．多里・三井野原・国鉄道後山駅付近などに点々と分布する）第三系は，備北層群として知 

られている中期中）世の古瀬戸内海々域に））した海成層の一部の残存で，多里付近のものは多里層群 

（今），1959）ともよばれている．備北層群の下半部の））期（海進初期）には， れ谷にとむ）長い  

多島海が出現し，温暖な浅海ないし汽水域が卓越していたが，上半部の））期（海進の最盛期）には， 

外洋性の環境に転化した（多井，1957)．このような見解は，本地域の中））についてもよく適用でき 

る． 
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その後，この地域一帯は陸化していたが，第三紀末～第四紀初頭になって，一連の火山活動が生じた． 

本地域内にみられるいくつかの玄武岩溶岩台地は，その頃の火山活動によって形成された．この時期に 

ついては，鮮）世とも更）世ともいわれ，例）ば今）（1959）や島根県地質図（1963）では更）世，鳥 

取県地質図（1966）では鮮）世火山岩類の一部としている．いずれにしても，今のところ時代を決定す 

るる実なるるはない．なお，この玄武岩る岩流出の）後には，河床 層の発るがみられる．  

第四系の発るは，この地域では貧弱である．各地の河本ぞいに小い模な段丘がみられ，また，山麓に 

崖錐がみられるにすいない．これらと同時期には，西方の三瓶火山が放出した火山はも地域内各地に） 

）した． 

）上にのべた本地域における地質学的なできごとは，地質総括表として第１表にまとめた． 

 

Ⅲ．三郡変成岩および非変成古生層 
 

本地域の古生層は三郡変成岩と非変成古生層であるが，）章でのべたように，両者は多里（推定）断 

層の東側にのみ分布し，東隣「上石見」図幅地域内に広がっている．本野本に沿う後期中生代のは山岩 

質はは角 岩を主とする火山岩類をはさみこんだ東西に走る２つの断層を境として，北側に変成岩が，  

南側に非変成古生層が分布する． 

 

Ⅲ．１ 三郡変成岩 

 

九州北部から中国地方に広く分布する低温・高圧型の広域変成岩は，三郡変成岩とよばれ，本州（秩 

父）地向斜））物が広く変成作用をうけたものの一部である．その変成の時期は石炭紀から二畳紀にお 

よんでいるとされている． 

本地域の変成岩は本南町の三郡変成岩として MIYAKAWA（1961，1964）が詳）に研究し，橋本（1964） 

と濡木（1969）による総括的研究がある．また，古くは小林（1950）による“崩御山の変成岩類”のな 

かに含まれている．変成岩はほとんどすべて点紋片岩とよばれるもので，曹長石の点紋状斑状変晶で特 

徴づけられる．原岩は泥質岩が大部分を占め，砂質岩，塩基性火山岩源の緑色片岩はわずかで，石英片 

岩はきわめてまれである．またところどころに，完全に蛇紋岩化した超塩基性岩の小岩体が点在してい 

る．一（に片岩類の片理は，もとの原岩の層理に一致して発るしているが，その走向は一定していない． 

しかし全（的には西北西―東南東の走向を示し，傾斜はほとんど南落ちである． 

泥質岩起源の点紋片岩は 理に泥み，外泥は泥は色で黒泥を帯びたものが多く，風化によって 色を   

呈する．主な鉱物組合せは，曹長石‐白雲母‐石英‐石墨で，ざくろ石は含まれる場合と含まれない場 

合がある．その他，緑泥石が常にみられ，のチルプノメレン・電気石・アパタをを・のヘン・鉄鉱が加 

わり，まれに方解石脈が発るしている．曹長石の斑状変晶は，普通2mmていどで，肉眼的にも識別で 

きる．アルバをを双晶を示すものは少く，その中に極）のの石英・白雲母を包有する．このような泥質 

点紋片岩のなかには，外泥は他のものと異ならないが，黒雲母や石英がいちじるしく発るしているとこ 

ろが北部地域や，多里（推定）断層の付近にみられる．これは付近に 非した花花岩類の影花をうけ，  

ホルンフェルの化した部分である．とくに北部の大谷から笠木へいたる峠付近では，花花閃緑岩の影花 
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で，原岩の点紋片岩の構造をそのままとどめたままで黒雲母がいちじるしく晶出し，さらにざくろ石や 

カリ長石が再結晶しているところもある． 

塩基性火山源の緑色片岩は，普通，厚さ50m）下の薄層で，泥質岩の間に挾まれ，水平の広がりが小 

さく，レンズ状を示し，連続性に乏しい．一見して泥緑色であるが，本岩にも曹長石の点紋状斑状変晶 

が目立つ．変成鉱物は曹長石‐緑泥石‐緑れん石‐緑青色角閃石‐石英‐白雲母を主な組合せとし，ざ 

くろ石は含まれたり，含まれなかったりする．その他のヘン・ルチル・鉄鉱・アパタをを・方解石を伴 

うが，それぞれ含有量に変化がある．曹長石の大きさは，泥質岩の場合とほぼ同じ位で，ときに緑れん 

石・石英・角閃石を包有することがある．緑青色角閃石はバロア閃石（barroisite）で HASHIMOTO（1973） 

の報告がある． 

また，宮内の谷の奥には，特に緑色片岩に伴ってざくろ石の濃集した岩石が見出されている．外泥は 

ざくろ石特有の赤泥を帯びた岩石で，ざくろ石のほかに，緑泥石‐のヘン‐緑れん石がわずかに伴われ 

る． 

石英片岩も極めてまれで，1m）下の薄層として泥質岩中にはさまれているので，野外では，見おと 

すことが多い．本岩は石英のほかに少量の白雲母・緑泥石・曹長石・ざくろ石・鉄鉱を含む． 

本地域の変成岩の形成の時期については，一（論として，石炭紀末から三畳紀初期ということである 

が，SHIBATA and IGI（1969）によると，本地域の白雲母石英片岩中の白雲母の K-Ar 年代は，169 

m.y．および175m.y．ときわめて若い．この結果は，おそらく三郡変成作用の末期，超塩基性岩類が 

変成岩・古生層のなかに 非した時代を示すものかも知れないとあるが，後期中生代の 非岩類の影花   

も）慮する必要があろう． 

 

Ⅲ．２ 非変成古生層 

 

本地域の非変成古生層には，北東部の多里東方において，三郡変成岩の南側に東西方向に分布し，断 

層によって境されたは山岩質はは角 岩を主とする火山岩類をへだててかなりの広がりをもつものと，  

道後山の南方に分布するものとがある．いづれも超塩基性岩の 非をうけ，さらに後期中生代の 非岩   

類の影花をうけている．今）（1959）はこれらのもつ岩相から，ペルム～石炭系の秩父古生層として一 

括し，小林（1950）の妙見山古生層に相当するものとした． 

北東部の非変成古生層の主な構成岩石は，泥質岩と砂質岩およびこれらの互層であるが．その北部地 

域のものは千枚岩化した泥質岩が優勢で，シルを質の）の砂岩との互層をなす．その間にはさらに緑色 

塩基性火山岩の薄層をはさむ．これらは南へ移るにしたがって砂質岩が優勢となった砂岩泥岩の互層と 

なり，赤色チャーををはさむ．これらの間は整合一連であって，それぞれの地層の走向は東北東‐西南 

西，傾斜は30ﾟ～60ﾟ南落ちで，ほぼ一定した単斜構造を示している．従って，このような構造から判断 

すると千枚岩化した部分が下位，砂質岩の優勢の部分が上位にあたる．地層の厚さは，1,500mは超） 

るものと推定される．千枚岩化した部分や緑色岩には変成鉱物の再結晶もみられるが，このことについ 

ては後述する．多里南方の湯河二股付近にはかなりの厚さをもつチャーを層があるが，その厚さは一様 

でない．化石はそのなかにまだ発見されていない．石は岩も薄層がレンズ状に湯河非口付近にみられる 

が，厚さ花m程度のもので，地質図上に示していないものもある．まだ化石は発見されていない． 
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道後山南方の非変成古生層は持丸付近に，後期中生代の火成岩類と超塩基性岩にとりかこまれて分布 

する．主に粘板岩質の泥質岩からなり，ところどころに砂岩や塩基性火山岩類がレンズ状に挾在する． 

しかし，岩石が塊状で層理がれかでないこと，露出が散点的で連続性を欠いていることなどのために， 

それぞれの上下い以は決め難い．また北方の古生層とのい以も不れである．化石もまだ発見されていな 

い． 

また，国鉄道後山駅付近の超塩基性岩体（多里―非山岩体）のなかに点々と古生層が挾在している． 

分布範囲はいづれもわずかであるが，泥質岩を主とし，シルを質岩・緑色岩（塩基性火山岩類）などが 

みられる．それぞれのい以は不れであるが，岩相から推定すると上記の非変成古生層の一部であろう． 

 

本層は地質概説の項でのべたように，低変成作用をこおむっているので，ここで変成鉱物についてつ 

け加）ておく． 

道後山北方地域の古生層には，特に北部の千枚岩化した泥質岩には，石英・曹長石・白雲母のほか石 

墨が点々と晶出しており，のチルプノメレンもみられることがある．塩基性火山岩には，緑泥石・緑れ 

ん石・アクチノ閃石・白雲母・石英・曹長石がみられ，脈状の方解石が発るしている．南部の砂質岩の 

多い，千枚岩化の弱い部分の泥質岩あるいは砂質岩には，石英・緑泥石・白雲母・方解石脈がみられ， 
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緑れん石がまれに加わっており，あまり）者と差はない．ここには塩基性火山岩はほとんど挾在してい 

ないが，チャーを層の中に挾在する塩基性火山岩の薄層には，）のの緑泥石・石英・曹長石のほかには， 

変成鉱物はほとんど認められない． 

道後山南方の古生層の泥質岩・砂質岩の中の変成鉱物も，ほぼ上記に等しい．塩基性火山岩もほぼ同 

様で，緑泥石・緑れん石・のヘン・石英・曹長石・白雲母・まれにのチルプノメレンがみられ，アクチ 

ノ閃石も認められる． 

なお，後期中生代の花花岩その他の非岩類の影花をうけたところは，泥質岩はホルンフェルの化し， 

その他の岩石にも，熱変成作用によって種々な変成鉱物ができている．泥質岩・砂質岩には，石英・黒 

雲母の再結晶は普通である．また，稲）山南西方の古生層中に挾在する塩基性火山岩起源の岩石には， 

特徴的に普通角閃石と黒雲母が再結晶している． 

 

上記のように三郡変成岩と非変成古生層との間には，は山岩質火山岩が覆っていたり，はっきりした 

断層があって，連続はしていないが，みかけ上，三郡変成岩は下位に，非変成古生層は上位にある．そ 

してこれらの変成鉱物の組合せを概念的にまとめてみたのが第２表である．この表でもわかるように， 

この地域の三郡変成岩は．橋本（1972）による Borroisite 帯に属するものであり，非変成古生層のそ 

れは緑泥石帯に属するものであろう．ただしここでは，パンペリー石もプレーナををもまだ見出されて 

いない． 

 

Ⅳ．超塩基性岩および付随する岩石類 

 

Ⅳ．１ 超塩基性岩 

 

本地域の超塩基性岩は，概説に述べた通り，多里（推定）断層の東側の地域にのみ分布し，いずれも 

三郡変成岩を含めて古生層を貫いている．岩体は大小さまざまである．これまで番場によるいくつかの 

研究があり（番場，1950，1952；BAMBA，1952)，最近では荒井による研究（ARAI，1973，1974，1975） 

がある．大岩体には北から稲）山付近の岩体，多里から非山にのびる岩体があり，それぞれ稲）山岩 

体，多里‐非山岩体と呼ぶ．多里付近の非変成古生層や三郡変成岩中の小岩体には名称はつけない． 

これらの岩体はいづれも同時期の 非岩とおもわれるが，時期はさだかでない．本地域では，非変成  

古生層を貫き，後期中生代の火成岩類の影花をうけているという）外に時代を決定するものはない． 

２つの大岩体について共通していることは，その大部分が蛇紋岩化していることと，それぞれの岩体 

の部分部分における違い，あるいは含まれている量・質のう）で違いはあっても，クローム鉄鉱々床を伴 

っていること，いづれも後期中生代の 非岩類による熱変成作用の影花を著しくうけていることなどで  

ある．原岩のかんらん岩は，RESEARCH GROUP of PERIDOTITE INTRUSION（1967）および IGI and ABE 

(1969）が指摘したように，三郡帯（中国帯）を特徴づけるダンかんらん岩‐ハルツバージャををかん 

らん岩系列の超塩基性岩が主体となっており，まれに輝石岩を含んでいる．クローム鉄鉱鉱床はこの中 

に広く点在するクローム鉄鉱が濃集することによって形成されたもので，そのクローム鉄鉱は中国帯全 
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（にみられる超塩基性岩に特徴的な，帯般 色を示しそのまわりに般鉄鉱のリムをもつという共通の性  

質を示している． 

本地域の岩体には，蛇紋岩化がいちじるしいために，かんらん石や斜方輝石の残晶をとどめているも 

のは，全体からみると少い．そしてさらに，岩体は地質図にも示されているように， 非時期にずれの  

あるはんれい岩や，花花閃緑岩などの後期中生代の 非岩に伴う熱変成作用の影花をうけているが，ど  

の岩体がどのような影花を与）たかはさだかでない．滑石・断閃石・透角閃石などの変成鉱物のほか， 

かんらん石，輝石の一部には，これらの 非岩の影花によるものがある（ ARAI，1973，1974，1975)． 

また，緑泥石および炭状塩鉱物脈などもよく発るしている．）述のクローム鉄鉱は普遍的に散点してみ 

られる．蛇紋石鉱物は一（に葉片状のアンチゴラををが圧倒的に多く，脈状をなすものにはクリのタを 

ルが含まれる．斜方輝石の仮像にはバのタををが多い．まれにみられる輝岩（輝石岩）は普通脈岩状を 

なし，単斜輝石のみからなるもので，ほとんどが，蛇紋岩化をまぬがれており，輝石の緑泥石化も一部 

にすいなく，まわりに花の鉄鉱が散点していることが多い． 

角閃石岩はところどころに脈状あるいはポケッを状に岩体のなかにみられるが，ほとんど透角閃石な 

いしアクチノ閃石質角閃石の集合体であって，輝石岩が後期中生代の 非岩類による熱変成作用によっ  

て，二次的に変質して形成されたものとおもわれる．ときに単斜輝石の残晶が角閃石のなかに取りのこ 

されている場合もあり，顕花鏡下で，輝石→バのタをを→角閃石のい以が認められることがある．また 

まれにま 色の）ののままタをを質ののままルが点在する．  

超塩基性岩の小岩体は変成岩中のものも非変成古生層中のものもまわりの母岩の構造に調和的に 非  

しており，完全に蛇紋岩化している．原岩の残晶鉱物はクローム鉄鉱を除くとほとんど見出されていな 

い．ただ，変成岩中のもので，生 山
しようやま

（隣接「上石見」図幅地内）から大谷を経て笠木にいたる峠に露出 

する小岩体にのみかんらん石と斜方輝石の残晶をみることができる．この小岩体には，花花岩類の影花 

のあとらしい変成鉱物としての角閃石類の形成をほとんどみないが，滑石はよく発るしている． 

）上のような本地域の超塩基性岩類の化学組成は，IGI and ABE（1969）のなかに１部含まれ，また 

ARAI（1973，1974，1975）によって発表されている． 

 

Ⅳ．２ 超塩基性岩に付随する岩石類 

 

超塩基性岩体に伴う岩石には，はんれい岩と花はんれい岩あるいは花閃緑岩があるが，いづれも小岩 

体で，特に後者は，ほとんどが超塩基性の大岩体にのみ貫非している小岩脈で，その花はかぞ）切れな 

い程多花ある．本地域には，他地域の超塩基性岩体にしばしば見られる曹長岩などの優白岩や，ロジン 

岩はまだ見出されていない． 

 

はんれい岩 

本岩は稲）山岩体の北側にのみ認められる小岩体で，露出状態がわるいので，超塩基性岩体やまわり 

の非変成古生層とのい以はれらかでない．後述の花はんれい岩などの岩脈とは後述のような種々の点で 

異っており，また道後山のはんれい岩とは，外泥および岩質その他で区別できる． 

本岩は泥色，ののないし中ので，変質がいちじるしい．主成分鉱物は，斜長石と異 輝石質の単斜輝  
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石からなる．副成分鉱物としてはチタン鉄鉱，般鉄鉱などの不透れ鉱物のみである．斜長石はいちじる 

しく変質しのーシュル石化し，曹長石・緑れん石などもできており，汚濁する．輝石は一部緑泥石化す 

る．また方解石脈もよく発るする．主成分鉱物がいちじるしく撓曲していること，波状消光することな 

どから，他の岩石と区別でき，またこれらのことは 非に伴う変動の影花をおもわせるものである．ま  

た，稲）山岩体の南西縁た部に類似の岩石が認められるが，これは付近に花花閃緑岩の 非もあって，  

熱変成作用をうけ，角閃石や黒雲母などの再結晶がいちじるしくなっている． 

 

微はんれい岩～微閃緑岩 

多里付近の一部の超塩基性小岩体を除くと，本岩類は小岩体中にほとんど認められないが，大岩体中 

には，あちこちに花多く認められる小い模の岩脈である．本岩体は超塩基性岩）外の岩石，例）ば変成 

岩や非変成岩には断接貫非していないという特徴をもっている．岩脈の幅は1m）下のものから10m位 

に及ぶものまであるが，その貫非には方向性がない．外泥は泥は色で，）かいカのリ模様を示す均質・ 

緻密な完晶質の岩石で母岩の蛇紋岩化のいちじるしいものの中ではよく目立つ．鏡下では，0.5mm） 

下の斜長石と 色角閃石および単斜輝石が主な組成鉱物であるが，単斜輝石が角閃石の中下部に残晶様  

にある場合もある．そのほかチタン鉄鉱，般鉄鉱などの不透れ鉱物がみられる．斜長石は中性長石ない 

し曹は長石で，白色雲母・曹長石などの変成鉱物に一部置きか）られていることが多い．また 色の角  

閃石は，その周た部が緑色の角閃石となっている場合が多い．その他，緑泥石・緑れん石・曹長石・の 

ヘンなど二次的鉱物ができていたり，方解石や石英などの脈あるいはプールがよく発るしている． 

 

Ⅴ．後期中生代火山岩類 
 

本地域に分布する後期中生代火山岩類としたものは，島根県地質図（1963)，広島県地質図（1964)， 

鳥取県地質図（1966）などによってまとめられた後期中生代の火山岩類に相当する．時代を決定するる 

るは後述の 非岩類の年代決定にもとづくものであって，それから推拠されるということ）外に本地域  

内では何一つある訳ではない．また，同火山岩類には，は山岩質とデををををないし流紋岩質のものが 

あるが，本地域内では，それぞれ全く遊離して分布しているので，両者のい以は不れである．ここでは 

ただ単に便宜的に三郡変成岩を断接覆う箇所のあるは山岩質火山岩類をより先に記述したにすいない． 

 

Ⅴ．１ は山岩質火山岩類 

 

本岩類は本図幅地域の北東部の本野本に沿って，東西方向に幅本く分布するはは角 岩を主とする火  

山岩類である．北側では一部で断接に三郡変成岩類をおおうところもあり，東側では断層によって，三 

郡変成岩と非変成古生層との間にはさみこまれている．また，本地域内ではわずかであるが，本岩類の 

一部が河上南方で稲）山超塩基性岩体の東端をおおっており，東方「上石見」図幅地域内に広がってい 

る．その部分にははは岩・はは質砂岩が成層して挾在し１)，“をンクのをン”様の赤 色を帯びたとこ  

ろもある．これらはみかけ上，上位に相当する． 

――――――――――――――――――― 
１）走向北50ﾟ-60ﾟ東，傾斜30ﾟ-70ﾟ南である 
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本野本に沿う本岩類には，その基底部に花多くの三郡変成岩の礫を含んでいるが，一（的には同源の 

は山岩の角 が多く，緑色を呈し変質もいちじるしい．このは山岩は斜長石・単斜輝石・緑色角閃石の  

斑晶で特徴づけられる．これらの鉱物は，いづれも変質し有色鉱物にはアクチノ閃石質角閃石ができて 

おり，ときには完全に）のアクチノ閃石質角閃石の集合体となっていることもある．石基の変質もいち 

じるしく，脱ガラの化し，角閃石・黒雲母・石英・白色雲母・方解石などの二次鉱物の晶出などが目立 

つ．石英・方解石の）脈もよく発るしている．このような変成鉱物は，後述の花花岩質 非岩類の影花  

をうけたものである．とくに萩原東部の本野本沿いの道路上には，黒雲母花花岩（本野本花花岩）の小露 

頭（幅40m位）があり，まわりのはは岩類に熱変成を与）ているばかりでなく，熱変成したはは岩をも 

取りこんでいる． 

 

Ⅴ．２ 流紋岩質ないしデをををを質火山岩類 

 

本地域内では，流紋岩質ないしデをををを質火山岩類はおおざっ状にみて大きく２つのブロックに分 

かれて分布する．すなわち，本地域のほぼ中央部で，多里付近から長者原にかけて南北ないし北東‐南 

西方向に分布するののの斑状花花閃緑岩体（多里―三国山花花岩）によって分けられた東側のブロック 

と西側のブロックである．東側のものは層理のよく発るしたはは岩を多く含み，と 岩の薄層もところ  

どころにはさむ．多里南方にはかなりの広がりをもったと 岩層が分布し，第三系備北層群におおわれ  

ている．西側のものは，溶結はは岩の局所にみられる溶結構造をのぞくと，全（的に成層構造が不れ瞭 

で，かつと 岩をはさま ない．両者の間には，断層の存在が推定されるがその位置に）述の花花閃緑岩 

が非してきているので，い以は不れとなっている．東側のはは岩あるいはと 岩類の層理からすれば，  

みかけのう）からは，東側のブロックの方が西側のブロックより上位に相当するかのようであるが，両 

者の上下い以は実際にはれらかでない． 

 

Ⅴ．２．１ 層状ブロック（東側） 

本ブロックは，東は多里（推定）断層，西は斑状のの花花閃緑岩にはさまれ，北は第三系備北層群に 

よっておおわれており，大きく次の２つの岩層からなりたっている． 

１）はは質と岩層 

２）流紋岩質ないしデをををを質火山岩層 

 

１）はは質と 岩層  

この岩層には，本ブロックの北部を占め，かなりの広がりをもって分布するものと，２）のなかに挾 

在し，小分布を示すものとがある．この両者のい以は不れであるが，いづれもい模の大小はあるにして 

も ２）の火山活動の時期に発るした湖成の））層であろう．とくに，北部地域のものは一部断層によ 

って２）に接しているが，その南側では２）におおわれており，古生層を基盤として，２）の火山活動 

がはじまる頃に形成された湖の））物かも知れない． 

北部のと屑岩層には，）かい褶曲や断層があちこちにみられ，層理の方向はかならずしも一定してい 

ないが，一（には南北方向の走向とゆるい東おちの傾斜を示している．岩層は，黒色の泥岩を主とし， 
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は色の砂岩をはさむ．いづれもはは質で火山物質を含むことが多い． 岩には，古生層起源とおもわれ  

る粘板岩・砂岩・る質岩（チャーをも含む）の が多く，火成岩類の は少い．本属の厚さはるるに拠   

定し難いが，見かけの層理からすれば，かなりの厚さをもっている．その泥質岩層の産状は第５図に示 

される． 

他の小い模な分布をする本層，とくに小鳥原や，三坂付近のものはレンズ状に火山岩類中に挾まれた 

産状を呈しており，と 岩中には火山性物質がかなり多く含まれている．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第５図 後期中生代流紋岩質ないしデをををを質火山岩類（東側層状ブロック）中の泥質岩層 

――鍵掛峠北方． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第６図 後期中生代流紋岩質ないしデをををを質火山岩類（東側層状ブロック）中の層状様溶 

岩の露頭――油木本下流，図幅地域内では木次断の最南部のをンまル南方の地点． 
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２）流紋岩質ないしデをををを質火山岩層 

本岩層は主としてはは岩からなるが，全（的に成層している訳ではなく，成層した部分がところどこ 

ろに見られるという程度で，一（には塊状のものが多い．成層しているものでも，層理の方向が一定し 

ている訳ではなく，と 岩を含めて，本ブロック全体の層ておよび構造を組立てることはて難であり，  

かつ，火山活動の順ても，flow unit などの区別がむつかしいのでれらかにすることはできない． 

岩石は一（に石英・斜長石・カリ長石の斑晶を多く含むが，長石類は変質し，白雲母の晶出をみる． 

カリ長石は全く含まれない場合もある．有色鉱物はほとんど変質しており，白雲母・緑泥石・方解石な 

どにおきか）られている．石基にはる質岩などの岩片が多く，花花岩質のものはほとんど含まれていな 

い．ガラのはほとんど脱ガラの化して，石英質物質にかわっており，長石類には，白雲母，有色鉱物に 

は緑泥石などが斑晶と同様に晶出している．まれにジルまンがみられ，鉄鉱が散点する．野外では変質 

などのためはっきりした境界はわからないが，溶岩が挾在していることがある．図幅地域のほぼ中央南 

端の層状構造を示す火山岩中（第６図）にみられるのがその例で，岩質はデをををを質，斑晶は，石英 

・斜長石・緑泥石化した有色鉱物からなり，カリ長石はほとんど認められないが，まれにみられること 

がある．また部分的に石英と長石類が組合って文象様の構造を示す集斑晶がみられることがある．石基 

のガラのは，脱ガラの化し，石英・斜長石・白雲母・変質した有色鉱物・鉄鉱などが散点する． 

鍵
かつ

掛
かけ

峠北方の道路沿いに露出するはは岩には，）述の火山物質を多く含む泥は色の泥質岩をはさみ， 

岩質はデをををを質である．斑晶は石英と斜長石を主とし，黒雲母はまれで，変質し，カリ長石はほと 

んど含まれない．石基は一（のはは岩と同様であるが，岩石片にはデをををを質ないしは山岩質溶岩や 

変質したはは岩・る岩・白雲母石英片岩・変砂岩・変泥岩ときに石は岩などが含まれている． 

 

Ⅴ．２．２ 塊状ブロック（西側） 

本ブロックの火山岩類は，）述のようにのの斑状花花閃緑岩体（多里―三国山花花岩）の西方あるい 

は北方にあって，本地域の南西部の大部分を占めるが，北東部では帯状分布する後述の 非岩類の間に  

はさまれ，またそれらのルーフペンダンをとなって残存する． 

このブロックの火山岩類もほとんどがはは岩で，いづれも全（的には塊状で，層状を示さない．岩質 

は流紋岩質のものが大部分であって，カリ長石の斑晶を肉眼的に認めることのできる特徴をもっている 

が，部分的にはこのカリ長石が少なくなり，あるいは全くなくなったデをををを質のものもある．この 

両者の境界はれるにすることが出来ないので，ここでは一括されている．また後に 非した花花岩類に  

よる熱変成作用の影花は全岩類におよんでいる． 

岩石は肉眼的に石基の部分にはガラの質のものが目立ち，泥は色ないし黒色を呈するが，顕花鏡下で 

はほとんど脱ガラの化している．一（に斑晶は石英・斜長石・カリ長石，変質した有色鉱物（黒雲母） 

であり，種々の異質岩片を多く含んでいる．カリ長石は）述のように含まれない場合もある．長石類に 

は多かれ少なかれ白色雲母の花小結晶ができている．有色鉱物の黒雲母が残存していることは珍らし 

く，ほとんどが緑泥石化しており，花花岩類との境界付近では，再結晶した黒雲母の）の集合体となっ 

てしまっているものも少なくない．また，溶結はは岩には，ときに特徴的な偏平化した軽石片がみられ 

るが，脱ガラの化によって）のの石英のの集合体におきか）られていることが多い．石基はガラのが脱 
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ガラの化し，石英の花小結晶ができており，短冊状の斜長石やカリ長石・石英の花小鉱物がみられる． 

長石類は斑晶同様白色雲母に，有色鉱物はほとんど緑泥石や緑れん石になっている．まれにジルまンや 

アパタををが認められ，鉄鉱が散点する．ときには，方解石脈や石英脈がいちじるしく発るしているこ 

ともある．上述の脱ガラの化した軽石のほかに，岩石片のなかには，は山岩・泥岩・砂岩・る岩などが 

含まれていることがある． 

花花岩類との境界付近には，捕獲岩様に花花岩類にとりこまれ，その影花をうけ熱変成岩となったは 

は岩類があちこちにみられる．そのいちじるしい例は，吾妻山北方の道路傍の露頭や比和町久泉原の道 

路傍の露頭であるが，このようなところでは，はは岩類は一見すると花花岩類の一部かとみあやまる程 

に石英・斜長石・黒雲母などの再結晶鉱物がのの化している． 

 

Ⅴ．２．３ 道後山付近の流紋岩質ないしデイサイト質火山岩類 

本図幅地域内で，多里（推定）断層）東には，流紋岩質ないしデをををを質火山岩はほとんど分布し 

ていないが，僅かに道後山南方に２カ所その分布をみる． 

一つは超塩基性岩（多里―非山岩体）と道後山のはんれい岩との間にはさまれた本小な分布を示すデ 

をををを質はは岩で，露頭でのい以は不れであるが，おそらく超塩基性岩をおおい，道後山はんれい岩 

に貫かれているものであろう．外泥はやや緑色を帯びた泥は色の岩石で，層状の構造がみられる（走向 

北80ﾟ西，傾斜25ﾟ北落ち)．斑晶は斜長石と石英，変質した有色鉱物で，斜長石は一部）の石英の集合 

体となっているものがあり，有色鉱物は）ののアクチノ閃石質角閃石の集合体になっていて原鉱物は不 

れである．石基は脱ガラの化し，）の石英の晶出をみる．斜長石・石英花結晶のほかには，再結晶によ 

る黒雲母・石英の）の結晶のプールが認められ，不透れ鉱物が散点する．ここでみられる変成鉱物は， 

道後山はんれい岩の影花によるものであろう． 

いま一つのはは岩は非山東方に分布し東隣「上石見」図幅地域内に広がるもので，本地域内ではごく 

僅かな分布を示すにすいない．岩石は流紋岩質で，石英・斜長石・カリ長石の斑晶をもち，石基は脱ガ 

ラの化によって石英の花結晶が晶出しており，）のの斜長石・石英が認められる．有色鉱物は斑晶およ 

び石基ともに変質していて，）の黒雲母の集合体となっている．本岩も後の花花岩（小奴可花花岩）の 

迸非の影花をうけ）の黒雲母などの変成鉱物が晶出したのであろう． 

 

Ⅵ．後期中生代 非岩類  
 

中国地方全域にわたって，後期中生代の火山岩類に伴う花多くの迸非岩類があり，本地域においても， 

）章の火山岩類にい連した種々の迸非岩類が分布している．迸非岩類は塩基性岩から状性岩にまたが 

り，いづれも古生層・超塩基性岩，そして）述の火山岩類を貫き，それぞれに熱変成作用を与）ている． 

その岩体は）下に示すように10種ほどが区別でき，それぞれ相異る岩相で特徴づけられているが，なか 

には他の岩体と区別し難い類似の岩相を示すものもある．また，それぞれの岩体の非い以は，相接す 

るものについてはれらかであるが，遊離して分布するものでははっきりしない場合が多い．ここでは， 

多里（推定）断層の東側と西側とに分け，できるだけ種々の地質現象あるいは近隣地域などで判れした 
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い以などを）慮しながら，推定される迸非順てにもとづいて記述する． 

ここで区分した岩体には次のようなものがある．ただし，下萩花花閃緑岩（GW－２）のみは北部の 

谷中・笠木付近で，多里（推定）断層の両側にまたがって分布しているが，ここでは西側のグループに 

含めておく． 

多里（推定）断層の東側 

１．道後山はんれい岩（GE－１） 

２．道後山花花閃緑岩（GE－２） 

３．小奴可
お ぬ か

花花岩（GE－３） 

４．高尾花花閃緑岩（GE－４） 

５．本野本花花岩（GE－５） 

多里（推定）断層の西側 

６．半深成岩複合岩（GW－１） 

（１）石英閃緑玢岩（GW－１－１） 

（２）花花斑岩・文象斑岩（GW－１－２） 

（３）比
ひ

婆
ば

山の花花斑岩（GW－１－３） 

７．下萩花花閃緑岩（GW－2） 

８．多里―三国山花花閃緑岩（GW－３） 

９．竜 駒
りゅうこま

花花岩類（GW－４） 

10．横田花花閃緑岩（GW－５） 

11．鳥取花花岩（GW－６） 

ここで１～９の岩体は，本地域特有の岩体として名付けられたものであるが，隣接図幅地域に及ぶも 

のもある．10は北隣「横田」図幅地域（）山ほか，1973）で用いられている岩体名であり，11は，鳥取 

県地質図（1966）で広く鳥取県下一（に共通する特徴的岩体名として用いられている． 

 

Ⅵ．１ 道後山はんれい岩 

 

本地域内に分布する後期中生代 非岩類のなかのはんれい岩は，道後山西方の山本を形成するものだ  

けであって，）述の超塩基性岩に伴うはんれい岩とはその外泥からも，また岩質からもれ瞭に区別でき 

る．このはんれい岩は，中国地方から近畿地方にかけて分布する後期中生代深成岩類のなかでは，比較 

的早い時期（例）ば鳥取県地質図－1966－などで，第１期の 非岩類と呼ばれている迸非岩類の １部） 

の迸非岩の一つとして，各地に点在しているものと同じものであろう．しかし本岩は露頭では，まわり 

の岩石， 非している南側の古生層や超塩基性岩，北東側に分布する道後山花花閃緑岩とのい以は断接  

みることが出来ないが，古生層や超塩基性岩はその熱変成作用の影花をこうむっている． 

本岩は野外でも，そのののないし中のの優黒質な外泥から他の同時期の 非岩類とは識別容外であ  

る．主成分鉱物は，斜長石・単斜輝石・ 色角閃石であるが，石英・カリ長石・黒雲母を伴い，かんら  

ん石を除くと，主要な造岩鉱物がすべて揃って含まれているという特徴をもっている．そのほか，アパ 
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タをを・チタン鉄鉱．般鉄鉱などを含んでいる．主要鉱物はいづれも径0.5mmから5mmくらいの大 

きさをもつが，一（に1mm）後で一見して等のである．有色鉱物の一部は緑泥石化していることが多 

いが，角閃石には）の柱状の青緑色の角閃石が生じているものもある．長石類はところどころ白色雲母 

化している． 

 

Ⅵ．２ 道後山花花閃緑岩 

 

本岩は，道後山はんれい岩を除くと，他の花花岩類とは全く遊離した分布を示す．しかし，その岩体 

は，東隣「上石見」図幅地域にも広がりをもっている２)．肉眼的には中の均質な優白質な岩石であり， 

ところどころにアプラをを脈が発るし，玢岩に貫かれている．本岩は優白質ではあるが，岩質，組織な 

どは後述の高尾花花閃緑岩や下萩花花閃緑岩とよく似ている． 

本岩の主成分鉱物は斜長石・石英・カリ長石・緑色角閃石・黒雲母である．その他ジルまン・アパタ 

をを・チタン鉄鉱・般鉄鉱などを伴う．斜長石は白色雲母・緑れん石に，黒雲母は緑泥石ときにのヘン 

に，角閃石は緑泥石・緑れん石にそれぞれ変質しているところがある． 

野外における露出状況は道路の切割りを除くとあまり良好でないので，まわりの地層あるいは岩石と 

の接触部は断接みることが出来ないが，近傍の非変成古生層の泥質岩および砂質岩の一部には黒雲母な 

どの変成鉱物ができており，ホルンフェルの化している．また，超塩基性岩類からなる稲）山岩体，多 

里―非山岩体の一部にも変成鉱物ができていることは）項でのべた． 

また，ところどころにアプラををばかりでなくペグマタををの小岩脈が発るしていることがあるが，地 

質図上に図示できる程のものは少い．後述の玢岩の岩脈もあちこちで本岩を貫いているのがみられる． 

 

Ⅵ．３ 小奴可花花岩 

 

本岩は本図幅地域の南東隅，東城町小奴可
お ぬ か

付近に分布する中のないし）のの均質な花花斑岩で，今） 

（1959)，広島県地質図（1964）の花花斑岩はこのなかに含まれる．超塩基性岩の多里―非山岩体を貫き， 

高尾花花閃緑岩に貫かれているとおもわれるが，いづれの場合も，露頭での断接のい以はよくわからな 

い．外泥は優白質，ち密な岩石で，後述の半深成複合岩中の花花斑岩・文象斑岩に似ている．風化した 

露頭では，一見して流紋岩質はは岩に酷似しているので注意を要する． 

本岩はカリ長石・石英・斜長石の斑晶で特徴づけられる．有色鉱物として黒雲母が加わる．石基は） 

のの同じ鉱物からなるが，カリ長石と石英はときに花文象構造を示すことがある．その他随伴鉱物とし 

て，ジルまン・アパタをを・不透れ鉱物がある．長石類は白色雲母化，曹長石化し，有色鉱物は緑泥石 

化しているところがある． 

本岩は）述のように半深成岩複合岩中の花花斑岩に類似しているが，ここではかなりの広がりをもっ 

ており（5km×5km（＋))，この種の岩体としては珍らしい．おそらく同種岩体の集合体なのであろ 

う． 

岩脈は，本岩中には少いが，まれに玢岩質のものの貫非をみる． 

――――――――――――――――――― 
２）今）（1959）はこの岩体を古期閃雲花花岩として後期白亜紀非岩類より古い非岩と））た． 
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Ⅵ．４ 高尾花花閃緑岩 

 

本岩は，上述の小奴可花花岩の南側に分布するが，本地域内には僅かな分布しかみられず，むしろ， 

南隣「庄原」図幅地域内にかなりの広がりをもっている．一見して均質中のの花花岩で，特徴的な角閃 

石によって小奴可花花岩とは区別が容外である．しかし本地域内では露出状況が極めてわるく，岩石の 

風化も著しいので，）鮮な岩石採集はて難である． 

本岩の主成分鉱物は径1.0～0.5mm位の斜長石・石英・カリ長石・角閃石・黒雲母であり，長石類 

は白色雲母化，有色鉱物は緑泥石化している．随伴鉱物にはアパタをを・ジルまン・ れん石・チタン  

鉄鉱および般鉄鉱などがみられる．岩質としては後述の下萩花花閃緑岩によく似ている． 

 

Ⅵ．５ 本野本花花岩 

 

本岩は多里東方本野本沿いの道路切割りに露出する小岩体であるが，まわりのは山岩質はは角 岩を  

貫き，熱変成を与）ている．その付近にみられるかなりの幅をもった熱変成域から推拠すると，この岩 

体は地下に相当な広がりをもつもののようである．“本野本”という岩体名はこのようなバのリのを形 

成しているかもしなれい広がりを）慮してつけられた． 

本岩は本地域内で，多里（推定）断層の東側の花花岩としては唯一の黒雲母花花岩である．岩石その 

ものは一（に中のであるがの度に変化があり，径0.5mm～1.5mm位の大きさの斜長石・石英・カリ 

長石・黒雲母を主成分としており，ジルまン・アパタをを・不透れ鉱物を伴う．岩体にはあちこちには 

は角 岩類の捕かくされた部分があり，それらが熱変成岩となっていることは）述の通りである．  

 

Ⅵ．６ 半深成岩複合岩 

 

この項から多里（推定）断層西側の後期中生代 非岩類の記述となるのであるが，ここで特徴的なの  

は，大部分 非岩類がほぼ北東―南西の方向をもって帯状分布するということである．そしてさらに特  

徴的なことは，流紋岩ないしデをををを質火山岩類の活動と，それを貫く中のの花花岩質迸非岩類（竜 

駒花花岩類）との間にいくつかの半深成岩類の活動があって，それがまた帯状に集まって分布している 

ことである． 

このような半深成岩類の集合は複合岩体となって，本地域では，中央北部の横田町南部から吾妻山に 

かけて分布しており，大わけすると，北東‐南西方向にのびる三つの帯をなしている． 

北側の二つの複合岩体は，）掲のような石英閃緑玢岩・花花斑岩ないし文象斑岩などの半深成岩から 

なり，これらは，非り乱れて産出する．したがって，それぞれの間のい以あるいは境界ははっきりしな 

い．そのう）竜駒花花岩類の侵非をうけてさらに複雑なものとなっている．ここに複合岩体としてそれ 

らを一括したのも，一つ一つ岩体の形態すらつかみにくいということにもよっている． 

第三の比婆山付近の複合岩体は，）の岩体とは異り，閃緑岩質の半深成岩をほとんど含まない．花花 

斑岩ないし，斑状花花岩を主な構成岩石とし，流紋岩質ないしデをををを質はは岩類を断接貫いている． 

このような構成岩と産状の異る点を）慮してこの複合岩体は別箇に，比婆山の花花斑岩として記述する． 
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Ⅵ．６．１ 石英閃緑玢岩 

本岩は半深成岩複合岩体のなかに小岩体として点在するが，竜駒花花岩類の侵非しているところで 

は，その中に捕獲岩様に残存していることが多い．他の半深成岩類とのい以はれらかでない．肉眼的に 

は極めて長い（ときには長径1cmにも及ぶ）針状の角閃石の発るによって特徴づけられる． 

本岩は完晶質であり，主成分鉱物は斜長石・石英・緑色角閃石・黒雲母である．それらは，同一岩石 

のなかでも，大きく斑晶状をなすもの，小結晶が集って石基状をなすもの，またそれらの中間的なもの 

など，さまざまの大きさの結晶が非りまじっている．そのほか，アパタをを・チタン鉄鉱・般鉄鉱など 

とまれにジルまンの小のが含まれている．斜長石は一（に白色雲母化あるいはアルバをを化しているこ 

とがあり，角閃石は緑泥石化し，緑れん石・のヘンなどの変成鉱物ができていることがある．また黒雲 

母も一（に緑泥石化している．大馬木南方，小峠付近の複合岩体に含まれる本岩の一部には，ほとんど 

の構成鉱物が径0.5mm）後の大きさをもった均質な岩石となったものがある． 

 

Ⅵ．６．２ 花崗斑岩および文象斑岩 

これらの岩石はいづれも優白色，ち密な岩石で，一見しただけでは両者の区別はつけ難く，両者のい 

以も野外ではよく判らない．）述の石英閃緑玢岩とは同一露頭で共にみられることは少いが，石英閃緑 

玢岩をとりこんでいることが，しばしばみられる． 

花花斑岩は，斑晶としては，主成分鉱物の石英・斜長石・カリ長石（普通にはパーをををであるが， 

マをクロクリン構造を示すものもある）・黒雲母があり，石基には，同一鉱物類のほかに，アパタをを・ 

れん石・ジルまン・不透れ鉱物などがわづかに含まれる．斑晶にはまれに緑色角閃石が含まれること  

があるが，ほとんど変質して，緑泥石・緑れん石に変っている．黒雲母もほとんど緑泥石化している． 

また，竜駒花花岩類の侵非しているところでは，その熱変成作用の影花をうけ，もとの有色鉱物は，石 

英および黒雲母の）の結晶の集合体となっていることが多い． 

文象斑岩は特徴的な花文象構造をもち，主成分鉱物は花花斑岩とほとんどかわらないが，ただカリ長 

石の量が多くなっている．主成分鉱物の量はカリ長石・石英・斜長石の順であり，黒雲母は大部分緑泥 

石化しているが，極めて少量である．その他ジルまン・アパタををの小のが随伴し，不透れ鉱物も極め 

て少い． 

 

Ⅵ．６．３ 比婆山の花崗斑岩 

本地域の南西部，比婆山付近で，流紋岩質ないしデをををを質火山岩類を貫く花花斑岩を比婆山花花 

斑岩とよぶ．これはいくつかの花花斑岩の小岩体の集合体であって複合岩体を形成しているが，石英閃 

緑玢岩・文象斑岩を伴っていない．この点，）述の小奴可花花岩に似ているとい）る．小岩体と小岩体 

の間には，はは岩類が図示できない程の幅でわづかにはさみ込まれていることがある． 

本岩体の花花斑岩も優白質ち密な岩石で，肉眼的にはその斑状構造がれ瞭に認められる．岩質的には 

）述の花花斑岩に酷似する．斑晶は石英・斜長石・カリ長石および黒雲母からなり，石基には，石英・ 

斜長石・カリ長石・黒雲母のほかに，少量のアパタをを，ジルまン，不透れ鉱物を含んでいる．まれ 

に，石英とカリ長石による花文象構造がみられることがある．本岩も二次的変質がいちじるしく，斜長 
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石は，白雲母・緑れん石化し，カリ長石は白雲母化，黒雲母は緑泥石化，緑れん石化しているところが 

ある．また，のヘンや）のの石英の集合体があちこちにみられるほか，方解石・緑れん石の）脈が発る 

していることがある． 

 

Ⅵ．７ 下萩花花閃緑岩 

 

本岩は図幅地域の北東隅から北東‐南西方向にのびる幅約1,500m位の帯状分布をする岩体で，北東 

方では北隣「横田」図幅地域内に広がっている中のの花花閃緑岩である．本岩は，その南側に分布する 

流紋岩ないしデをををを質火山岩類を貫き，北側では竜駒花花岩類に貫かれているが，産状としては， 

窓山付近の南西端では一見して竜駒花花岩類を逆に貫いているような産状を示している．また，北東隅 

の谷中付近では，はは岩類をはさんで枝分れしているが，東側の本岩とはは岩類の間には多里（推定） 

断層が延びてきている３)． 

本岩の岩質は）述の道後山花花閃緑岩・高尾花花閃緑岩に類似しているが，それらとのい以は不れで 

ある． 

本岩は，斜長石・石英・カリ長石・角閃石・黒雲母を主成分鉱物とし，アパタをを・ れん石・ジル  

まン・チタン鉄鉱・般鉄鉱などを伴う．一（には径0.5～1mmていどの等のの主成分鉱物からなるが， 

ときにはよりののとなったものがあり，斑状構造を示すことがある．角閃石と黒雲母は部分的に緑泥石 

や緑れん石に，ときにのヘンにおきか）られている．また，角閃石の一部あるいは黒雲母全体が，極） 

のの緑色黒雲母の集合体となってしまっていることがある．これは，後に 非した竜駒花花岩類の影花  

によるものであろう．長石類には，普遍的に）のの白色雲母ができている． 

本岩にも，ところどころにアプラををやペグマタををの）脈が発るしており，また，玢岩の岩脈に貫 

かれている． 

 

Ⅵ．８．多里―三国山花花閃緑岩 

 

本岩は，一見してペグマタををとい）る程のので，斑状構造のれ瞭なことを特徴とする花花閃緑岩で， 

他の類似の花花閃緑岩とは容外に識別できる． 

本岩は）述のように流紋岩質ないしデをををを質火山岩類の層状ブロックと，塊状ブロックとの間に 

想定される断層の位置に 非している．この岩体の帯状分布の方向はほぼ北東‐南西であり，他の後述  

の花花岩類の分布の方向と同じ傾向がある．しかし，この地域でみられる限りにおいては，本岩体は他 

の花花岩類との断接のい以はみられず，独立した 非岩体となっている．したがって他とのい連は不れ  

であるが，ここでは便宜的に後述の竜駒花花岩類より））の 非岩としておく．それは，後述の竜駒花  

花岩類・横田花花閃緑岩・鳥取花花岩などが，同方向に帯状分布する一連の 非岩類であって，それら  

の後には 非してくる本岩類似の深成岩を地域外でさ）も見られないという，単のな理のによっている  

にすいない． 

本岩は，多里付近では，）第三系におおわれて，その幅は不れとなっているが，普通約2kmの幅を 

もって多里付近から西城町の長者原付近へと帯状分布し，岩体のほとんどが）述の特徴的な岩相を保っ 
――――――――――――――――――― 
３）多里（推定）断層はこの付近で，ほとんど落差がなくなっているものとおもわれる． 
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ている，岩相変化の少い均質な岩石である．主成分鉱物は，石英・カリ長石・斜長石・黒雲母・角閃石 

で，これらののの結晶が斑晶をなし，中の，）のの結晶が石基をなす．斑晶は普通，径0.5cm）下では 

あるが，ときに1cmをこ）るものがある．石基の部分には，少量のアパタをを・ジルまン・チタン鉄 

鉱・般鉄鉱などのほかに， れん石を伴う．岩体の南部のものには，角閃石を欠くものがしばしば認め  

られる．部分的に，斜長石とカリ長石には白色雲母化が，角閃石と黒雲母には緑泥石化がみられる．ま 

た，しばしば黒雲母は）のの緑色黒雲母の集合体となっている．これもおそらく竜駒花花岩類の潜在に 

よるものであろうがれかでない． 

 

Ⅵ．９．竜駒花花岩類 

 

この岩石は，本図幅地域の中央北西部に広く分布する中の，等のの黒雲母花花岩であるが，後でのべ 

るように，局部的に岩相の変化があって，必ずしも全（にわたって均質ではない．むしろ複合岩体とい 

うべきものかも知れない．しかしその大部分の岩相は黒雲母花花岩であって，）述の“塊状ブロック” 

中の流紋岩ないしデをををを質火山岩類，半深成複合岩体，下萩花花閃緑岩を貫き，それぞれに接触熱 

変成をあた）ている． 

竜駒花花岩という岩体の名称は，その典型的な岩石の露出する，鳥取県と島根県境の竜
りゅう

駒
こま

の地名をと 

って名付けられた．地表でみられる限りでは，っ 非岩類の残存する分布状態とのい連において，この  

岩体の北東‐南西方向の帯状分布がれらかとなっているが，実際の地下の広がりは，相当大きなものが 

予想される．おそらく，北東‐南西方向の延びをもったバのリのを形成しているものであろう．三井野 

原北方で，ところどころに岩脈状に流紋岩質はは岩を貫いている花花岩の小岩体は，この岩体の一部を 

あらわすもので，その岩枝ないしは舌状体の部分であろう． 

本岩体の類似岩として，本図幅地域の南西部比和町森脇付近に分布する黒雲母花花岩があり，まわり 

の流紋岩質はは岩や半深成複合岩体に熱変成を与）ている．この岩体は断接，竜駒付近の花花岩類とい 

以はなさそうであるが，岩質の類似と 非時期の類似から，この竜駒 花花岩類の一部として扱かわれて 

いる． 

本岩類の代表的なものは，）述のように，中の，等のの黒雲母花花岩で，）鮮なものは，カリ長石の 

色を強く反映してまンク色を呈する．主成分鉱物は，石英・カリ長石・斜長石・黒雲母であって，アパ 

タをを・ れん石・ジルまン・不透れ鉱物を伴う．長石類の一部は，白色雲母化し，黒雲母は緑泥石化  

していることがある． 

本岩類の一部には斑状を示すものもあり，また，緑色角閃石を伴うものもある．また白雲母を含むも 

のもところどころにみられる．とくに，小馬木鉱山付近では，本岩は，角閃石を含むことが多く，また 

いちじるしく白雲母を含むことがある．この白雲母を多く含むものは，本来の竜駒花花岩類とは異る岩 

体として区別すべきものかも知れないが，その岩体との境界がれ瞭でないので，ここでは一括されてい 

る．ただし，白雲母の形成は，モリブデン鉱床の生成にい以したグラをゼン化作用のような鉱化作用の 

影花によるものかも知れない． 

石原（1971）によれば，小馬木鉱山付近で，1,200m×700m位の本い地域の中に，種々の岩相の花花岩 

類が区別されている．石原による両雲母花花岩・黒雲母花花岩・閃雲花花閃緑岩・閃雲石英閃緑岩・の 
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の角閃石含有黒雲母花花閃緑岩などがそれであるが，ここではこれらは，一括して竜駒花花岩類のなか 

に含ませてある．しかし次に，上述のような石原による諸岩石について少しをれておく． 

石原の分類した岩石類のなかで，黒雲母花花岩とされているものが，竜駒花花岩類のタをプの花花岩 

の性格を最もよく保持しているものである．石英閃緑岩はその中に捕獲岩状をなし，また，花花閃緑岩 

は，黒雲母花花岩と“両雲母花花岩”とのなかに産出し，漸移相的性格をもっており，“両雲母花花岩” 

は局部的に白雲母花花岩に移化するところもあって，その付近には“グラをゼン”変質部が点々とみら 

れるという．これらの花花岩類は，竜駒花花岩類の周縁相の一現象を示すものかも知れないが，また， 

これらの 非岩類は，）述の半深成複合体のような先こ的な岩類の残存であって，その一部が“グラを  

ゼン”変質の影花をうけたものとも））られる．なお，石原ののの角閃石含有花花閃緑岩は，次にのべ 

る横田花花閃緑岩の分布の延長部にもあたり，その一部がここに 非しているものかも知れない．しか  

し露出範囲が極めて限られているので，これも地質図のう）では，竜駒花花岩類のなかに一括されてい 

る． 

この花花岩類には，あちこちに，花多くのペグマタををおよびアプラをを脈が発るしている．玢岩類 

の貫非もまた少くない． 

 

Ⅵ．10 横田花花閃緑岩 

 

本岩は，本地域の北西部において，竜駒花花岩類と後述の鳥取花花岩にはさまれ，北東‐南西方向に， 

約1.5kmの幅で帯状分布するののの花花閃緑岩である．両岩体との境は比較的れ瞭であるが，小馬木付 

近では，やや不れ瞭となっている．鳥取花花岩とはの度においてよく似ているが，肉眼的には，角閃石 

の有無で識別できる． 

この岩体は北方へは，北隣「横田」図幅地域内に広がる（）山ほか，1973)．また，南西方向への延 

長は小馬木付近で，その幅が減少しているが，南北性の断層でたちきられている．しかし，この断層の 

西側では，小馬木鉱山南方の俵原越付近へずれて分布する．ここでは，鳥取花花岩には断接貫かれては 

おらず，鳥取花花岩とはかなりのへだたりをもって，南側に分布し（竜駒花花岩類の一部のなかに非） 

さらに西隣「頓原」図幅地域内に広がっている． 

本岩の主成分鉱物は斜長石・石英・カリ長石・緑色角閃石・黒雲母で，小ののアパタをを・ジルまン 

・チタン鉄鉱・般鉄鉱などを伴う．黒雲母・角閃石は部分的に緑泥石化しており，ときに，）のの 色  

の黒雲母の集合体となっていることもある． 

また，本岩体には花多くの塩基性の捕かく岩が含まれている．この岩石には， 大のものからまをン  

大のものまで，大小さまざまあるが，岩質としては石英閃緑岩ないし角閃石はんれい岩質である．斜長 

石・緑色角閃石がそれぞれの塩基性捕かく岩に共通する主成分鉱物で，黒雲母・石英がそれらに加わ 

る．の度は中のないし）のである．ときには，）のの黒雲母の集合が有色鉱物をおきか）ており，ま 

た，角閃石には，特徴的な，長くのびた針状のものがあり，原岩の一つとして，）述の半深成複合岩体 

中の石英閃緑玢岩が））られる．本岩体中にも，ところどころに玢岩の岩脈が貫非している． 
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Ⅵ．11 鳥取花花岩 

 

本岩体は鳥取本付近から延々と連続的に分布する，後期中生代の 非岩類のなかでは最末期に活動し  

た黒雲母花花岩体の一部である．極めてのの，均質な岩体４）で，外泥まンク色を呈することを特徴とす 

る，かなりの広がりをもつバのリのであろうと推拠されている．鳥取花花岩の名称は鳥取県地質図（1966） 

作成の際提唱したもので，はじめて用いられた．それまでは“小鴨花花岩”などと呼ばれていた（）山 

ほか，1961；山田，1961；）山ほか，1963)．本地域では，北西隅にのみ分布するが，北隣「横田」図 

幅地域内では約5kmくらいの幅で，東北東‐西南西方向に帯状分布し，南側では横田花花閃緑岩を貫 

いている． 

本地域の本岩はのの，均質で，主成分鉱物は径0.5～1cm位の石英・カリ長石・斜長石・黒雲母で， 

小の，少量のジルまン・アパタをを・ れん石・不透れ鉱物などを伴う．カリ長石にはパーをををとマ  

をクロクリン構造をもつものとがある．黒雲母はときに一部緑泥石化している． 

本岩中にも，ベグマタをを・アプラををの脈が，かなりよく発るしており，玢岩の貫非もあちこちに 

みられる． 

鳥取花花岩についての同位元素による絶対年代の決定は，K-Ar 法（黒雲母による）と Rb-Sr 法（黒雲 

母と全岩による）によって行われており，いづれの結果も，ほぼ61m.y．と一致した年代が示されてい 

る（HATTORI and SHIBATA，1974)． 

 

Ⅵ．12 後期中生代迸非岩類の化学組成 

 

これまで述べてきた後期中生代の 非岩類は 10種）上あるが，すべてが互に異る性質をもっているわ 

けではなく， 非順てあるいは形成順てもれるにされたわけではない．同じ時期の同じ 非岩が，分布   

と外泥だけのちがいによって別々の名称をつけられたものもあるかもしれない．ここでは，とにかくこ 

れらの 非岩類の代表的なれ料をもとにして，それぞれの岩質のちがいを化学組成かられれしてみる．  

ただし，鳥取県地質図説れ書（1966）や石原（1971）などによって発表されている 非岩類の化学組成  

などは，ここには含まれていない． 

第３表はそれらのれ料の湿式による化学分析の結果をまとめたものである．分析の結果をさらに再計 

算してMFA図（第７図）や，SiO２を横軸にとって状化物の変化をみたハーカー図（第８図）などにプ 

ロッをした結果によると，カルク・アルカリ岩系の進化経路に調和的であり，また，る状の増加に伴っ 

て各状化物は一（的にはのムーズな変化を示すことがわかった．これを「大江山」地域の後期中生代の 

非岩類の化学組成の傾向（ IGI，1966）と比較してみても，同じような傾向を示しており，中国地方 

から近畿地方にかけての同時代 非岩類について，共通した傾向のあることが，化学組成のう）からも  

い）るようである．ただここでも，SiO２重量比で，55％～65％間の岩石を欠いているということは， 

をンプルの選択だけの問題ではなく，共通した成因上の大問題かもしれない． 

――――――――――――――――――― 
４）本岩体にはところどころに岩相変化がみられ，とくに岩体の周た部は）のとなっていることが，他地域でれらかにされている（鳥取 
県地質図説れ書，1966)．本地域内では，本岩体は）下に述べるように，極めてのの均質の黒雲母花花岩のみからなる． 
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Ⅶ．脈 岩 類 
 

Ⅶ．１ 玢 岩 

 

本岩は後期中生代の火成岩類ばかりでなく，三郡変成岩，非変成古生層なども貫いており，その花は 

脈岩中では最も多い．幅は花mから10mに及ぶものがあるが，普通には1～2m位のものである．肉眼 

的に，斜長石の斑晶がよく目立つのが特徴である． 

岩質はほとんど同質のは山岩である．岩石は斜長石のほか，帯 緑色角閃石 ，単斜輝石を主成分とし， 

それらが大小の斑晶をなす．そのほかに石英や黒雲母などが斑晶をなしていることもある．石基は，ほ 

とんど完晶質であるが，ガラのの部分は，あっても変質しており，）のの石英その他の鉱物の晶出がみ 

られる．有色鉱物は緑泥石化していることが多く，緑れん石・方解石などもみられる．また，石英・方 

解石の脈がよく発るしている． 

三郡変成岩中にみられる同質脈岩には，オフィチック組織を示すものがあり，斜長石の変質もまたい 

ちじるしい．角閃石・単斜輝石は緑泥石やアクチノ閃石にかわっているところもあり，その他緑れん石 

・白雲母・のヘン・方解石などの変成鉱物がところどころにみられる．このような玢岩々脈は，一（の 

玢岩とは異るもので，むしろ，原岩古生層中の塩基性火山岩にい以のあるものかもしれない． 

 

Ⅶ．２ 流 紋 岩 

 

本岩脈には，主として流紋岩ないしデをををを質はは岩類を貫くものが多く，とくに本図幅地域の南 

西部中尺田付近に集中的にみられる． 

岩脈の幅は5～10m）後で，外泥は堅硬では色，斑状構造がれ瞭にみられる． 

本岩の斑晶は石英・斜長石・カリ長石・黒雲母である．石基は同様の鉱物のほか，ガラの・不透れ鉱 

物であるが，ガラのは変質し，脱ガラの化して，）のの石英の集りとなっている．黒雲母はしばしば緑 

泥石化する．カリ長石はパーををを構造をもつ． 

また本岩脈の一部，例）ば）述の中尺田の岩脈の１つには，斑晶カリ長石がなく，石英が多くなって 

いるものがある．これはむしろ石英斑岩というべきであろう． 

 

Ⅶ．３ 玄 武 岩 

 

本脈岩はおそらく後述の玄武岩質溶岩の断出にい以のあるものとおもわれるが，玄武岩質溶岩台地付 

近ではなく，全くかけはなれたところにみられる．国鉄木次断出雲坂根駅付近で，竜駒花花岩類中の黒 

雲母花花岩を貫いている． 

本岩はドレをラをを組織をもち，斑晶は変質したかんらん石・単斜輝石・斜長石であり，石基には斜 

長石・単斜輝石・変質したかんらん石のほか，不透れ鉱物が散点する．ガラのの部分はほとんどないが， 

あっても変質している． 
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Ⅷ．） 第 三 系 
 

Ⅷ．１ 備 北 層 群 

 

多里図幅地域内の中））は，多里南方・三井野原北方および地域南縁の国鉄道後山駅付近の三カ所に 

分れて分布している．このうち，多里南方のものは，北）（1926）などによって古くから知られており， 

かっては古第三系（YOKOYAMA，1927）と））られたこともあった．その後，今）（1959）は，この地 

層を中）世中期のものとして，多里層群と名づけた．また，道後山駅付近のものは，今）（1959）によ 

って，三井野原北方のものは春城・中沢（1962）によって初めて報告されたもので，ともに備北層群（今 

）ほか，1953）に属するものとされている． 

これらの３地域に分布する地層は，いずれも下部が 岩・砂岩を，上部がシルを岩を主としており，  

岩相層ての点で，また，化石群の内容において，はなはだ共通している．ここでは３地域の中））を一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第10図 多里地域の備北層群の基底部――野組付近 
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括して，備北層群として扱う．備北層群は，中） 

世中期の海成層である． 

なお，多里―三井野原地域の地質断面図を第９ 

図として示した． 

 

Ⅷ．１．１ 多 里 地 域 

多里南方の盆地の海抜600m）下の部分に，基 

盤の後期中生代火成岩類を不整合におおって分布 

する．この中））は， 岩・砂岩を主とする下半  

部と，シルを岩を主とする上半部とに分れる．層 

厚は全体で80m程度である．構造的には，ごく緩 

い盆状構造を示す． 

本層の下半部は，多里南方の本野本沿はでよく 

見られるように，水平的な岩相変化の烈しい地層 

であるが，少くとも２回の））ををクルが認めら 

れる．下位のををクルは，急斜した基底面にアバ 

ッをする角 岩からはじまり，ッ～亜ッ の散在   

する淘汰の悪いのの砂岩（厚さ5～10m）へとつ 

づく（第10・11・12図)．のの砂岩は，しばしば 

岩をはさみ，また炭質頁岩の薄層もはさまれる． 

この砂岩の上位には，厚さ1～2mの炭質頁岩が 

かさなる．上位のををクルは，径10cm大）下の 

亜ッ が密集した 岩から亜まる．この 岩は，    

厚さ3～5mであるが，ところによっては欠如し， 

また，ところによっては下位層をわずかに削って 

いる． 岩の上位には，石は質い塊の多い塊状の  

中の砂岩（厚さ5～10m）が発るし，貝などの化 

石はこの中に多い．さらに上位には，黒色シルを 

岩がかさなり，その中に白色はは岩（厚さ2m） 

がはさまれる． 

本層の上部は，おもには 色を呈し，薄く が   

れやすい緻密なシルを岩よりなるが，その分布は 

はなはだ本く，西部の山腹でわずかに見られるに 

すいない． 

本層からの化石としては，多里南方の）屋付近 

の河床で，砂岩中から次のものを）た． 

第
11
図
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Euspira sp．  

Protorotella yuantaniensis MAKIYAMA 

Tritia sp．  

Anomia sp．  

Diplodonta sp．  

Katelysia（Nipponomarcia）nakamurai IKEBE 

Macoma sp．  

Notocorbura sp．  

Pitar sp．  

Protothaca sp． 

Soletellina sp． 

また，）屋西方の砂質シルを岩中からは，次のものを）た． 

貝：Chlamys sp． 

腕足貝：Terebratalia sp． 

ウニ：Schizaster sp． 

この他，この地域の化石については，YOKOYAMA（1927）をはじめとして，大塚（1937)，今）（1959)， 

渡た・吉）（1960)，山名（1969)，月森・星見（1973）などの簡単な報告がある．有孔虫化石について 

は，多井（1968）の詳しいれれがなされている．これらによって報告されている化石のうち，おもなも 

のを一括して次に示す． 

有孔虫：Cassidullina cf．sublimbata，Cibicides lobatulus，C．pseudoungerianus，Discopulvi- 

nulina bradyi，D cf．nitida，Dyocibicides sp．，Elphidiella momiyamaensis，Elphidium adve- 

num，Eponides tanaii，E．umbonata，Gaudryina？sp．，Globorotalia sp．，Hanzawaia nipponica， 

Quinqueloculina controrta，Q．elongata，Q．seminula，Q．cf．vulgaris，Robulus sp．，Rotalia 

beccari，R． tochigiensis，Triloculina sp．，Vaginulina sp．，Valvulineria nipponica 

貝：Doliocassis cf． japonica，Nassarius kometubus，Vicaryella cf．bacula，Anadara daito- 

kudoensis，Anomia sp．，Cardium（Bucardium）ogurai，Clementia sp．，Corbicula sp．，Corbula 

sp．，Julia sp．，Leucoma sp．，Lima sp．，Ostrea sp．，Paphia sp．，Pholadomya tukunagai，Tellina 
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sp．，Teredo sp． 

カニ：Callianassa sp．，Cancer sanbonsugi 

ウニ：Brissops makiyamai，Linthia tokunagai，Prionocidaris sp．，Stereocidaris sp． 

植物：Castanea sp．，Comptoniphyllum naumanni，Quercus sp． 

これらの化石群は，いずれも本属の下半部から産出したものである．これらは，瀬戸内地域の中）） 

の下部から産出している化石群と共通種が多く，時代的には中）世中期を示すものとみられる． 

 

Ⅷ．１．２ 三井野原地域 

三井野原北方，室原本源流の急峻な山地に，後期中生代火山岩類を不整合におおって，わずかに分布 

する．分布状況からみて，大部分は，急斜した基底面にアバッ卜して））したものである．層厚は最大 

で80m）後，下部の⅔くらいが 岩・砂岩を主とし，上部の ⅓程度がシルを岩を主とする地層である． 

本層の下半部は，本結した亜ッ～ッ 岩を主とし，のの砂岩をはさみ，またしばしば角 岩をはさ   

む．亜ッ～ッ 岩は全域的に発るするが，をつう径 20cm大）下の流紋岩 を主としており，花花岩  

もまじる． 岩層にはときにいちじるしい斜層理が発るする．角 岩は，室原本の河床や地域東部の鉄   

道断路ぞいなど，基盤に接したところでいちじるしい．ときには，急斜した基底面に接して，径3m大 

から5m大のの大な流紋岩の角 が見られることもある． 岩層には，しばしば，淘汰の悪い塊状の砂   

岩が4～5mの厚さではさまれ，またときには，炭質頁岩の薄層もみられる． 

岩層は，上方へ塊状の中の～）の砂岩をへて，シルを岩層へ移化する．シルを岩層は，は 色を呈   

する塊状のシルを岩を主とし，ときに）の砂岩をはさむものである． 

本層の分布は，室原本ぞいの断層で東西に２分されている．東側地域では，基底が急峻な斜面にアバ 

ッをする形をとりながら，全体として西方へ緩斜する．西側地域では，分布は断片的であるが，北方へ 

ゆるく傾く． 

化石としては，本層の下半部では，地域東部の）述のの角 の間を化める淘汰の悪い泥質岩中に，カ  

キ（Ostrea sp．）の密集層が見られる．また，ここでは，Anadara sp．も散点的に産出する．上半部 

では，平家平でシルを岩中に深海泥帯性の貝化石 Propeamusium tateiwai  をかなり多産した． 

 

Ⅷ．１．３ 道後山駅地域 

国鉄芸備断の道後山駅付近を北々西に伸びる谷にそい，主に基盤の蛇紋岩を不整合におおって本く分 

布する．分布の状況からみて，層厚は最大70～80mとみられる．本層の下半部は 岩・砂岩を主とし，  

上半部はシルを岩を主とする（第13図)．本層は，起伏にとんだ基盤の凹所を化めて））したものと見 

られる． 

本層の下半部は，おもに岩と含のの砂岩との互層よりなり，南部ではシルを岩をはさむ．岩は， 

流紋岩・花花岩の径10～20cm大の亜ッ を主大とするもので， はあまり密集せず，その配列から不   

れ白ながら層理がうかがわれることが多い．含 のの砂岩は，淘汰の悪い塊状のもので，炭質物明片が  

多い．道後山駅北方の断路ぞいでは，この砂岩中にカキ（Ostrea gigas）化石が含まれていた．この上 

部には，泥は色を呈する塊状の泥質砂岩がみられる． 
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本層の上半部は，泥は色ないしま 色を呈するシ ルを岩を 

主とし，その中に中の砂岩の薄層をはさむ．その分布はごく 

本い． 

本層の構造は，傾斜は10ﾟ）後と緩いが，走向はまちまち 

で一定しない．全体としては，わずかに北へ傾くものとみら 

れる． 

化石としては，今）（1959）により，次のものが報告され 

ている． 

貝：Anadaara amicula，Cardium sp．，Chlamys sp．， 

Cyclina sp．，Ostres sp．，Batillaria tateiwai，Polinices 

sp．，Vicaryella  sp．，Dentalium sp．  

カニ：Callianassa sp． 

 

Ⅷ．２ 吾妻山礫層 

 

図幅地域西部の吾妻山の東斜面，海抜1,020～1,040mの 

高所に分布する 層で，今）（ 1959）によって亜めて報告さ 

れた．この 層の分布地は“大れ原”と呼ばれる小平れ地を  

なしている（第14図)． 層は露頭では径 5～6cm大のッ を  

主としているが，平れ地には 層からの抜出しと見られる径  

50cm大のッ～亜ッ も散在している大 の種類は，花花岩・   

流紋岩や粘板岩・チャーをなどである． 層の層厚は，露出不良のため不れである．本層は ，後期中生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第14図 吾妻山山頂からみた吾妻山礫層の分布する小平れ地，大れ原 

（写真中央の白っぽい部分） 
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代火山岩類を不整合におおい，その一部が吾妻山の玄武岩溶岩におおわれているという（今），1959)． 

平れ地では， 層の上位に厚さ 1m）後の三瓶火山は層がかさなり，さらにその上位に厚さ1～2mの 

黒土が発るする． 

この 層は，吾妻山のかんらん石玄武岩溶岩の断出断）に，河床 層として形成されたものであろ   

う．時代的には，鮮）世のものであるのか，あるいは更）世にかかるのか，今のところ決め手はない． 

 

Ⅷ．３ かんらん石玄武岩溶岩 

 

本地域内の玄武岩溶岩は，北東隅に２カ所，南西部では，吾妻山・竜王山の２ヵ所とその両者を結ぶ 

北西方向の位置に１ヵ所にみられ，それぞれが小い模な溶岩台地を形成している．いづれも，三郡変成 

岩あるいは後期中生代の火成岩類を基盤としているが，溶岩流の基底部には 層（）出の吾妻山 層）   

をみることがある．これらの溶岩台地はれらかにメをと呼ばれるような地形を呈している． 

この玄武岩溶岩の断出は，地域外，とくに北西方に点々とみられる．鳥取県地質図（1966）では鮮） 

世の火山岩類のなかに一括して含められているが，更）世の可能性もまた大きいと））られる． 

本地域に断出したいくつかの溶岩はすべてほぼ同じ岩質を示し，いづれも外泥はかんらん石の斑晶が 

肉眼でも識別できる．泥は色・緻密・堅硬な岩石である． 

斑晶には，かんらん石のほかに単斜輝石・斜長石があり，これらはときに集って集斑晶を形成してい 

ることがある．石基は間の組織がれ瞭で，斜長石の平行配列が特徴的であるものもある．斜長石のほか 

に，かんらん石・単斜輝石が発るし，それらの間を，変質したガラの・不透れ鉱物が化めている．ま 

た，杏仁状にゼオラををが発るしていることがある． 

 

Ⅸ．第 四 系 

 

Ⅸ．１ 三井野原礫層 

 

図幅地域中央部の三井野原付近に見られる広く開けた谷底を化めて発るする旧河床の））物であり， 

今）（1959）によって命名，報告された．第15図に模式的に示したように，下部は厚さ5～6m）上の 

層よりなり，上部には 2m）後の厚さの砂質粘土層がかさなる． 

層は，流紋岩を主とする基盤岩類の径 10cm大）下のッ～亜ッ の密集層を主体とし，ときに砂層を  

はさむ．ッ 層の上位には，径 50cm大）下の流紋岩角 を主とする 淘汰の悪い角 層がかさなる．一（  
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に の風化はいちじるしく，その基質もかなり粘土化している．角 層の上位には，は色ないしは 色    

を呈する淘汰の悪い砂質粘土層が発るしている．この粘土層は，一部では炭質物を多く含み，また，不 

れ白ながらほぼ水平な層理がみられる．粘土層の上位には，1m）後の厚さの三瓶火山は層が不整合に 

かさなる． 

また，東方の鍵掛峠付近でも，同様に淘汰の悪いは白色砂質粘土を主とし，ときにの を含む地層が  

みられる．これも鍵掛峠付近に広く開けた谷を形成して南流した，截頭））の旧河床の））物であろ 

う． 

 

Ⅸ．２ 河は段丘礫層 
 

本地域では段丘の発るはいちじるしく貧弱である．地質図に示した多里北方の段丘 層は，径 10～20 

cm大の花花岩角 が密集した崖錐状の））物であり，厚さ 10m）上にるする．多里付近には，この他に 

も）第三系の分布域内の何ヵ所かで段丘 層がみられるが，いずれも小い模なものなので，地質図では  

省略されている． 

図幅地域北西部に点在するものは，径30～50cm大の花花岩亜ッ を主とした 層であって，厚さは   

2m）後のことが多い． 層の上位には，約 1mの厚さの三瓶火山は層がかさなっている．なお，三位 

・藤井（1972）は，本地域北西部から横田地域にかけての河は段丘を３段に区分し，旧期の２段を多摩 

期，）期の１段を武蔵野～立本期の形成としている． 

 

Ⅸ．３ 崩 ） 層 
 

図幅地域内の各地で，山腹から山麓へかけての緩傾斜地をつくって発るする．ときに径1～2m大の 

の を含む角 層よりなり，構成 種は，その地域ごとの基盤岩によって左右されている．上位には三    

瓶火山は層がかさなっていることが多いが，ところによっては，角 層の間に三瓶火山は層が挾まれて  

いることもある．この地層は，地質図では大部分省略してある． 

 

Ⅸ．４ 三 瓶 火 山 は 層 
 

図幅地域内各地の山頂・山腹や河は段丘・崖錐などをおおって分布する般 色軽石質の火山は層であ  

る．広島県地質図説れ書（1964）で命名されたものであり，地元では吉備土（キビツチ）と呼ばれてい 

る．地域内では厚さ1m）後のことが多く，ところによっては花花岩角 を含むなど， ２次的な移動・ 

再））を示している．この火山は層の軽石は，重鉱物として，角閃石・大型の黒雲母・般鉄鉱を多量に 

含む．この火山はは，西方の三瓶火山にの来するものと見られる．地質図では，本層の分布は省略され 

ている． 

 

Ⅸ．５ 冲 ） 層 
 

地域内の各河本にそって小い模に発るする． を主とした河床））物よりなる．  
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Ⅹ．地 質 構 造５） 
 

地質概説および各論の項でも，本地域の地質構造の一部にをれているが，ここでは，その地質構造の 

特徴的なものを若干例挙しておく． 

先づ第一に，古生層基盤岩にいしてである．本地域の北東部の変成古生層（三郡変成岩）とその南方 

の非変成古生層とは，層理あるいは片理の一（走向によるみかけの構造からすれば，ほぼ東西ないし北 

東－南西方向にのびる傾向を示し，三郡変成岩はより下位の古生層の変成したものであることを示して 

いる． 

第二に超塩基性岩類である．第４図は本地域付近の，特に東隣「上石見」図幅地域を中下とした東方 

の地域の地質図であるが，多里―非山岩体を除いて，東方に点在する超塩基性岩を追跡してみると，大 

きくみれば古生層（変成岩を含む）の構造に調和的に分布し，古生層の構造に支配されて 非してきて  

いる（第16図―（１))． 

第三に，後期中生代の火成岩類であるが，火山岩類の全体の構造をつかむことはできない．しかし 

非岩類についていうならば，本地域の付近，とくに）出の東隣「上石見」図幅地域では，）記超塩基性 

岩類が，南方へたれ下ったような分布を示すところでは， 非岩類も南へたれ下ったような分布を示  

し，たがいに調和的である．これは， 非岩類が 非してくる位置が，古い構造に支配されていること   

を示すのかもしれない（第16図―（２))． 

第四に，多里（推定）断層の西側の後期中生代の 非岩類の位置である．すでに述べたように，多里  

―三国山花花閃緑岩の 非している位置は，流紋岩ないしデをををを質火山岩類の層状ブロックと塊状  

ブロックとの境界で，断層の想定される位置に相当する．この断層は火山岩類の断出断後，花花岩類の 

非）の変動にい以すると入われるが，この方向は，東側の多里―非山超塩基性岩の分布方向と調和的  

である．また，北西方に分布する 非岩類などは，多里―三国山岩体の位置にあったとおもわれる断層  

と調和的にと生した同時期の割目に 非したとおもわれるような配列を示している．  

これらのことは，超塩基性岩類の 非してきた古い時代の地質構造が，後期中生代の 非岩類の貫非   

位置をい制し，支配したのかも知れない（第16図―（３))． 

第五に，多里（推定）断層である．この推定断層は，断接）第三系におおわれているところがみられな 

いが，おそらく，後期中生代）後，中）世））におこった，あちこちでみられるブロック化運動にい以 

ある南北性の断層運動の一つのあらわれであろう．この断層は，西側には，東側に分布する古生層や超 

塩基性岩が分布しないということを）慮すると，かなりの落差をもつものと推拠される．しかし，この 

断層の北端には，両側に同一の下萩花花閃緑岩があらわれ，さらに，北隣「横田」図幅地域内では一つ 

の岩体となっていることからすれば，この断層は蝶 番
ちょうつがい

断層の可能性がある． 

そのほか，鮮）世ないし更）世の玄武岩溶岩の分布する位置が，北東―南西方向の断上にあるという 

――――――――――――――――――― 
５）この項は，服部仁が調査した東隣「上石見」図幅地域の地質がれらかになってはじめてまとめられたもので，内容は両図幅にまた

がっており，服部仁との合作である．しかし，取扱った地域の面）からするとむしろ５万分の１地質図幅「上石見」および同説れ

書のなかで述べられるべきであるが，その出版がおくれているため，とりあ）ずここにその概略を紹介するもので，詳）は別に発

表される（服部仁・猪木幸男：中国地方の後期中生代迸 非岩類の構造地質学的位置― )． 
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ことも，古い構造とのい連をおもわせるものがある（第16図―（４))． 

 

XI．応 用 地 質 
 

本図幅地域内の主要な鉱産資源は，クローム鉄鉱とモリブデンであるが，現在ではクローム鉄鉱のみ 

が稼行されている．本地域付近は，古くから“は来鋼”の原料砂鉄である“山砂鉄”の産地として知ら 

れており，花花岩の分布地域には，随所に，風化した花花岩類の“マを”を切りくづした跡や樋流しの 

跡がみられる．そのほか，花花岩類の変質地帯のカオリンが小い模ながら稼行されている． 

 

． １ ク ロ ー ム 鉄 鉱６） 

 

多里地域のクローム鉄鉱は，本本の代表的な鉱床として有名であり，本図幅地域の北東域に，本野上 

・若松・広瀬の３鉱山がある．これらの鉱山はいづれも非変成古生層中に 非した超塩基性岩中に胚胎  

するクローム鉄鉱を採堀している．鉱石の品位はすべて，必ずしも良好とはい）ず，Cr２O３＝30～35％ 

位で，最近では主に耐火レンガに利用されている．現在，稼行されているのは，若松鉱山と広瀬鉱山の 

みである． 

しかし，これらの鉱山についての研究あるいは報告は花多く（石本，1940；地調，1950；番場， 

1950，1952；岩生ほか，1952；滝本・松永，1954；石本，1957；番場，1958；西），1962，1964；山 

田，1964)，また，これらの鉱山の鉱床に付随する特殊な鉱物は，北原によって研究され，これまた花 

多くの論文が発表されている（北原，1947～1965)． 

 

日野上鉱山 

位置：鳥取県本野郡本南町河上（休山中） 

沿革：現在本鉄鉱業が権者で，1939年本本製鉄から稲）区を買収し，1945年から本格的操業を行った 

が，1963年休山． 

地質：非変成古生層（および三郡変成岩）の分布地域で，超塩基性岩（稲）山岩体）が貫いている．後期 

中生代の火山岩類（は山岩類）がこれらを覆い，その南方には道後山花花閃緑岩が 非しており，  

いづれも，熱変成作用の影花をうけている． 

鉱床：稲）山超塩基性岩体中に胚胎する８個の塊状ないしレンズ状の鉱体を対象としていた．それらの 

うち稲）山の北東に分布する鉱体に対して，稲）鉱体，本野上鉱体と名付けられた．これらはい 

づれも走向北20ﾟ-70ﾟ東，傾斜50ﾟ-80ﾟ東落ちで，落しの方向は北東20ﾟ-25ﾟそのうち，稲）９号 

鉱体（走向方向150m，落し方向250mで，最大の厚さ40m，位置は標高約880mから730mにい 

たる塊状ないしレンズ状）と本野上A鉱体（走向方向に200m，落し320m，最大幅30m，標高 

830mから580mにいたるレンズ状）の２つを中下に採掘されていた． 

鉱石：クローム鉄鉱．品位はCr２O３：25～30％程度 

――――――――――――――――――― 
６）クローム鉱床の記載は主として，鳥取県地質図説れ書（1966）によっている． 



- 39 - 

若松鉱山 

位置：鳥取県本野郡本南町多里 

沿革：1899年鉱床発見，1919年）来現鉱業権者本本クローム工業所有． 

地質：非変成古生層とこれを貫く超塩基性岩（多里―非山岩体と稲）山岩体）は一部後期中生代の火山 

岩類におおわれ，さらに同時代の 非岩類に貫かれ，熱変成している．多里―非山超塩基性岩体  

の西側には南北にのびる多里（推定）断層をへだてて，広く後期中生代の火成岩類が分布する． 

鉱床：多里―非山超塩基性岩体の北端部には大きくみて２つの鉱床が胚胎している．北側の鉱床を若松 

鉱山が，南側の鉱床を広瀬鉱山が採掘している． 

若松鉱山では，現在，４鉱体を稼行の対象としているが，代表的なものは７号鉱床と南５号鉱床 

と呼ばれている．７号鉱床はレンズ状ないし舌状の鉱体で，走向北80ﾟ西，傾斜30ﾟ南落ち，鉱体 

は標高780m付近から山本部にのびている．走向延長30～50m，傾斜延長約250m，厚さは平均 

20m・南５号鉱床は，走向北20ﾟ西，傾斜40南落ちのものと走向北70-80ﾟ西，傾斜30ﾟ南落ちのレ 

ンズ状の２鉱体からなるが，ほとんど採掘済．いづれも延長30～50m，厚さ10～20m位の鉱体で 

ある． 

鉱石‥クローム鉄鉱 

鉱石はいづれも塊状鉱と斑状鉱の２種があるが，塊状鉱が多い．品位はCr２O３＝30～40％ 

 

広瀬鉱山 

位置：鳥取県本野郡本南町多里 

沿革：鉱床は1907年に発見．当時野組鉱山と呼ばれていた．1917年広瀬倉平によって採鉱されて）来， 

広瀬鉱山の名で現在までの採掘されている．1966年の鳥取県地質図作成当時の時点で，Cr２O３の 

平均品位33％の鉱石を月産1,600をン程度出荷した． 

地質：若松鉱山と全く同じ． 

鉱床：六七鉱床，大切鉱床の２つが主な鉱床．六七鉱床は走向北40ﾟ西，傾斜40ﾟ西落ち，レンズ状鉱体 

で，走向延長60m，傾斜延長40m，厚さ最大6m．大切鉱床は，走向北10ﾟ西，傾斜50ﾟ西落ちの 

レンズ状ないし舌状または層状鉱床．走向延長90m，傾斜延長50m，厚さ4m．鉱床そのものは 

ゆるいうねりを示す． 

鉱石：クローム鉄鉱，主に塊状鉱で，斑状鉱は少い．品位はCr２O３＝32～35％． 

 

XI．２ モ リ ブ デ ン７） 

 

花花岩類に伴われるモリブデン鉱床は，本図幅地域付近では，北西方，「横田」および「木次」両図 

幅地域にまたがる大東―山佐地域のものが著名であり，本邦生産量の約70％が生産されていた．本地域 

内では，西部地域の竜駒花花岩類の一部に著名な小馬木鉱山がある（立見，1945；木野崎，1953a，b； 

坪谷・石原，1961；山本，1963；石原，1971)． 

――――――――――――――――――― 
７）この項，石原舜三による． 
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この鉱床で産する輝水鉛鉱は高の度で，過去の精鉱生産量も約1,300をン（MoS２ 97％）で，本邦第 

５位にあたっていた．また，鉱床の形態が特異であること，変成鉱物に変成岩で一（的な鉱物を産出し 

たこともこの鉱床を有名にした．小馬木鉱山の南方，島根県と広島県との県境付近や東方の大馬木地域 

には，竜駒花花岩類中に輝水鉛鉱の徴候地があり，いくつか探鉱が行われたことがある． 

 

小馬木鉱山 

位置：島根県仁多郡横田町小馬木 

沿革：本鉱山は大る時代から昭和17年頃までタングのテンを採掘，その頃モリブデンを発見し，上島鉱 

業株式会社が稼行した．第２次大戦後一時休山．昭和27年再開，馬木鉱業株式会社と共同経営し 

たが，後，馬木鉱業株式会社の一手にゆだねられた．その後清久鉱業株式会社が昭和31年に鉱業 

権を引つい，盛にモリブデンを稼行し，昭和51年に休山した． 

生産量：モリブデン精鉱（昭和50年まで）1,250 t（MoS２ 97％）タングのテン精鉱（鉄マンガン重石） 

約50をン（WO３ 70％） 

地質：鉱山付近には，主に後期中生代の花花岩類が分布し，同時代の流紋岩ないしデをををを質はは岩 

類を貫いている．この花花岩類はここでは竜駒花花岩類の一部とみなされているものであるが， 

鉱山付近では岩相変化がいちじるしい．しかし基本的には，のの花花閃緑岩と中のないし）のの 

黒雲母花花岩からなる．この花花岩は花花閃緑岩との接触部の近くで，“両雲母花花岩”になっ 

ており，白雲母・柘榴石などを多く伴う．花花岩および変質部から分離した黒雲母と白雲母の 

K-Ar 年代は59～64m.y．である（SHIBATA and ISHIHARA，1974)． 

鉱床：本鉱山の主要な鉱体は，発見順に，一万鉱体・中切鉱体・本鉱体・天馬鉱体・銀竜鉱体・）八岐 

鉱体などであり，上述の変質した“両雲母花花岩”中にすべて産出する．各鉱体は鉱筒，鉱脈， 

鉱染脈状鉱床などの組合せからなる．鉱化をい制するものとして，のの花花閃緑岩と母岩の接触 

面との距離，その接触の凹凸面および母岩中の節理などが重要である．変質鉱物では母岩中の径 

4cm）後の斑点を示す雲母類とざくろ石が卓越している．鉱体の近くには紅柱石が普遍的にみら 

れ，菫青石も認められることがある．鉱石鉱物では，輝水鉛鉱が最も一（的で，鉄マンガン重石 

・は重石などのタングのテン鉱物は，主に一万鉱体の上部に限られて産出していた．般鉄鉱はや 

や一（的に，また般鉄鉱・般銅鉱・般硫鉄鉱などは局部的に少量伴われる．花量の Th を含む閃 

ウラン鉱の変種 bröggerite も産出した． 

 

．３ 山 砂 鉄８） 

 

本地域付近の山砂鉄鉱床から産出された砂鉄は，れ治時代））からも，わが国の主要な鉄資源とされ 

ていた．現在でも“は来鋼“として知られている特殊鋼の原料となっている．山砂鉄鉱床は原岩の般鉄鉱 

の含有量，風化の程度，地形，水利，木炭の供給などの条件に応じて，さまざまない模で採掘されてい 

たことと，その採掘の歴史が長いために，“鉱床”そのものの位置をるるに把握することは難かしい． 

本地域内でも，記録と地形的判断からいくつか，あちこちで採掘された形跡のあることをるかめたにす 

――――――――――――――――――― 
８）この項，石原舜三による．
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いない． 

本地域の北方，「横田｣・｢木次」図幅地域には，それぞれ鳥上砂鉄として知られている，桂ケ谷・羽 

内谷や雑家・中倉などの鉱床があるが，本地域内でも北部の下萩花花閃緑岩や横田花花閃緑岩中に，と 

ころどころ高品位の山砂鉄を採掘し，鉄
かん

穴
な

流しで砂鉄を採取した跡が残っている．また他の花花岩類， 

たと）ば竜駒花花岩類や鳥取花花岩からも若干採掘した跡がある． 

また，本図幅地域の南東部の道後山から小奴可にかけての地域は，広島県内における砂鉄鉱業に多量 

の原料をもたらし，その生産量の増加傾向はれ治時代に官営の広島製鉄所が東城に設置されて）後，と 

くに著しかったといわれている．道後山近傍では，道後山はんれい岩および道後山花花閃緑岩の風化部 

から採掘された．この地域はなだらかな平担面で（第２図a)，かなり高所にあるが，平れ化過程におけ 

る深層風化の発るがよいために，水利とのかね合いもあって，かなりの地点で山砂鉄を採掘された跡が 

ある．小奴可から南方「庄原」図幅地域にかけては，高尾花花閃緑岩を中下として，山砂鉄が採掘された． 

中国地方の山砂鉄は，）～中ののはんれい岩および石英閃緑岩にの来する赤目系，ののの花花閃緑岩 

ないし花花岩類にの来する真砂系に分けられている．原岩中の般鉄鉱量は，はんれい岩の５容量％から 

花花岩の1％にわたり，風化によって一（に濃集度が異ってくる．はんれい岩などの苦鉄質岩は般鉄鉱 

を多く含み，）のであることが花花岩などのる長質岩よりすぐれている点であるが，その反面，チタン 

鉄鉱や燐は石など，Ti，P，S などの不の物の原因となる鉱物に泥んでいるという欠点もある．山砂鉄 

の鉄鋼原料としての生命は，とくに近年においては，不の物の少なさにある． 

山砂鉄は鏡下では，ほとんど般鉄鉱のからなり，個々の結晶は，10～60％程度が赤鉄鉱化しており， 

とくに結晶の周縁部あるいは，割目ぞいに著しい．また少量のチタン鉄鉱とごく花量の般鉄鉱も含まれ 

ているが，これらは，般選機と比重選鉱とを併用した戦後の山砂鉄鉱業ではかなり除去されるようにな 

ってきている． 

 

Ⅵ．４ カ オ リ ン 

 

矢野
や の

馬木
ま き

鉱山 

位置：島根県仁多郡横田町小馬木 

沿革：馬木カオリンとして知られている本鉱山の鉱床は，昭和25年に発見され，）後同鉱山名で（鉱業 

権者株式会社勝光鉱業所）継続稼行されている．鉱石は名古屋方面へ陶般器用として出荷してい 

る．生産量は精鉱平均700をン（45～49年）といわれている． 

地質：この付近は後期中生代の 非岩類が広く分布しているところで，北東－南西方向に帯状分布する  

横田花花閃緑岩が，北側の鳥取花花岩と南側の竜駒花花岩類にはさまれ，南北に走る断層によっ 

て，断ちきられる位置にある．モリブデンの小馬木鉱山は，本鉱山の南南西約2kmの地点にあ 

る． 

鉱床：鉱床は竜駒花花岩類の中の黒雲母花花岩の一部が変質によって形成されたものである．形態は不 

いいで，現在稼行されているものは，小馬木の小森部落の南方の尾根に露出する小い模な変質帯 

の一部で，ベンチカッをで露天掘されている．この付近には点々と変質帯があり，稼行の対象と 

なっている．鉱石はは白色を呈するが，「カオリン」鉱山と呼ばれているにしては，カオリンは 
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少いようで，主にモンモリロナをを・白雲母からなり，原岩の長石類や石英が残っていることが 

多い． 
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Abstract 
 

The mapped area is located in the central Chugoku Mountains of Southwest Japan 
（in long. 133ﾟ00′E to 133ﾟ15′E and lat. 35ﾟ00′N to 35ﾟ10′N), and is spread over three 
prefectures, Tottori, Simane and Hiroshima. Geologically, various kinds of strata and 

rocks of Paleozoic to Quaternary,  which develop characterist ically in the Chugoku 
Province, are distributed in this area; especially the late Mesozoic igneous rocks occupy 
the greater part of the area. 

The stratigraphical sequence of the area is summarized in Table 1 . 
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Paleozoic metamorphic rocks（Sangun Metamorphic Rocks） 
The regional metamorphic rocks of the high pressure－ low temperature type be- 

long to the Sangun Metamorphic Rocks originated from the rocks of the northern 

part of the Honshu（Chichibu）geosynclinal sediments which developed in Southwest 
Japan during Silurian to Permian times. They are distributed only on the eastern side 
of the Tari estimated fault running from north to south in the eastern half of the 

area.  Most of them are pelitic schist characterized by albite-porphyroblast（albite- 
spotted schist）and are intercalated by a small amount of thin basic schist. The mine- 
ral assemblage of the pelitic schist is principally of albite, muscovite, graphite, and 

garnet, accompanied with chlorite, stilpnomelane, tourmaline, apatite and iron ore; that 
of the basic schist is, on the other hand, of albite, chlorite, epidote, greenish blue am- 
phibole, quartz, muscovite, and garnet,  accompanied with small amounts of sphene, 

rutile, iron ore, apatite and calcite. According to Hashimoto（1973), the greenish blue 
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amphibole  is  bar ro is i te .  Some of  pe l i t ic  schis t s  a long the  wes tern  and  nor thern 
margins of the schist  area are repeatedly metamorphosed into hornfels,  which has 
character is t ical ly abundant  biot i te ,  formed by the intrusion of  the Late Mesozoic 

g r a n i t i c  r o c k s . 
 

Non-metamorphosed Paleozoics 
The non-metamorphosed Paleozoics are exposed on the eastern side of the Tari 

estimated fault. The Late Mesozoic andesitic volcanics lie between the Sangun Meta- 
morphic Rocks in the north and the non-metamorphosed Paleozoics in the south. The 

metamorphic and non-metamorphosed Paleozoics seem to have a similar geologic structure, 
judging from their  s tr ike（NE）and dip（S）of the s tratif ication.  Therefore,  these 
Paleozoics might, roughly speaking, stratigraphically be continuous, suggesting that the 

metamorphic rocks have been originated from the lower parts of the Paleozonic for- 
mations, and non-metamorphosed Paleozoics, from the upper parts. 

The northern part of the non-metamorphosed Paleozoics is principally composed 

of phyllitic slate and silty sandstone, rarely intercalated by thin beds of the basic 
volcanic rocks, and those rocks are slightly metamorphosed; the southern part, of alter- 
nation of sandstone and slate, is often accompanied with red chert and rarely with thin 

basic volcanic rocks. Any fossils, however, have not yet been found in the Paleozoics. 
 

Ultrabasic Rocks and Related Rocks 
The ultrabasic rocks are also distributed only in the eastern side of the Tari esti- 

mated fault. In the area there are two types of the ultrabasic masses, namely a large 
one in the non-metamorphosed Paleozoics area, and a small one in the Sangun Meta- 

morphics and non-metamorphosed Paleozoic areas. The rocks of the small masses are 
almost altered into serpentinite. There are two large masses; one is called“ Inazumi- 
yama Body” in the northern part of the non-metamorphosed Paleozoics area, and the 

other,  called“Tari-Nekoyama Body”;  the latter elongates from the Tari district  to 
the south, and branches out in the neighbourhood of the Misaka district to both Neko- 
y a m a  a n d  T ob i n o s u y a m a . 

The rocks of the large masses are originally of dunite and harzburgite. Most of 
them, however, are altered into serpentinite, and further thermally metamorphosed by 
the Late Mesozoic intrusive rocks,  such as  quartz  gabbro,  granodiori te  and other 

granitic rocks. In the masses the chromite deposits have been found, and at present 
two mines,  Wakamatsu and Hirose Mines,  are working. 

On the northern side of the Inazumiyama Body the gabbroic rock occurs as a 

small mass, although the relation with the serpentinite is not clear even in the field. 
It is essentially composed of altered plagioclase and diallagic clinopyroxene, with a 
very small  amount  of  i ron ore. 

Many microgabbros or microdiorites occurring as very small dikes are intruded 
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into only ultrabasic masses. They are mainly composed of altered plagioclase, brown 
hornblende with green amphibole margin, clinopyroxene（sometimes as relict in the 
hornblende) ,  and small  amounts of sphene and iron ore. 

 

Late Mesozoic Volcanics 
The Late Mesozoic volcanic rocks in this area are roughly classif ied into two 

kinds of volcanics, lithologically: andesitic and rhyolitic or dacitic volcanic rocks. The 
andesitic volcanic rocks are distributed only along the River Hinokawa in the north- 
eastern part of the area with an occurrence described in the preceding section, and are 

likely to have erupted prior to the rhyolitic or dacitic volcanics. 
The rhyolit ic or dacitic volcanic rocks are widely spread through all  the area. 

There are,  however, lithologically difference between the rocks on the western and 

eastern sides of the Tari-Mikuniyama Granodiorite which intruded into the site where 
a faulting is considered to have been formed long before the granodiorite intrusion. 
On the eastern side of this granodioritic mass the rhyolite or dacite pyroclastics and 

lavas, often have the stratiformed apparence, and include clastic sediments such as 
mudstone, sandstone and conglomerate, thin beds of which are often intercalated into 
the volcanic rocks. On the other hand, the rocks on the western side are almost massive, 

excepting some parts of the ignimbrite having the flow structure; any beds of clastic 
sediments are not found in the volcanic rocks, although the rocks are also composed 
of rhyolitic or dacitic pyroclastics and lavas as well as the former. 

Almost all Late Mesozoic volcanic rocks are more or less thermally metamorphosed 
by later intrusion of the gabbroic and granitic rocks. 
 

Late Mesozoic lntrusives 
Various kinds of  the Late Mesozoic intrusives,  f rom gabbroic to  grani t ic ,  are 

injected into not only the Late Mesozoic volcanics, but the older rocks such as the 

Paleozoic metamorphic and non-metamorphosed rocks, and ultrabasic rocks, all over the 
area. These intrusive bodies are classified, according to the order of intrusion on the 
both eastern and western sides of the Tari estimated fault,  into the followings: 

Eastern side 
1 .  Dogoyama Gabbro（GE-1）  
2 .  Dogoyama Granodior i te（GE-2） 

3 .  Onuka Grani te（GE-3） 
4 .  Takao Granodiori te（GE-4） 
5 .  Hinokawa Gran i te（GE-5） 

Western side 
6. Hypabyssal Complex 
(1) Quartz  dior i te  porphyri te（GW-1-1） 

(2) Granite  prophyry and granophyre（GW-1-2） 
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(3) Hibayama Grani te（GW-1-3） 
7 .  Sh imoha g i  Granod io r i t e（GW-2）  
8 .  Tari-Mikuniyama Granodiori te（GW-3） 

9 .  Ryukoma Grani tes（GW-4）  
10 .  Yokota Granodiori te（GW-5） 
11 .  Tot tor i  Grani te（GW-6） 

Most of the intrusive bodies on the western side of the Tari estimated fault occur 
characteristically as in a belt-like form, showing the zonal distribution, roughly from 
NE to SW in direction. Each intrusive body is commonly homogeneous, but has its 

own characteristic rock-facies. Of these intrusive bodies, however, the Ryukoma granites 
occur as a granit ic complex, containing the various granit ic rock-facies,  al though 
principally composed of medium-grained biotite granite and lithologically similar to 

the Tottori Granite which is coarse-grained biotite granite. 
Many vein rocks such as pegmatite and apli te,  and small  dikes of  porphyri te, 

rhyolite and others are also found in these intrusives throughout the area. 

 

NEOGENE 
 

Bihoku Group 
The  middle  Miocene marine format ions dis t r ibuted scat ter ly  in  the  Chugoku 

Mountains are named as the Bihoku Group. In the mapped area, this group is exposed 

separately in the Tari,  Miinohara and Dogoyama Station areas. These strata are of 
small fragments of the deposits formed during the Miocene transgression which sub- 
merged large parts of the Chugoku Mountains. This group is composed of sandstone 

and conglomerate at the lower parts,  and siltstone at the upper parts. Thickness of 
the group is about 80meters in the Tari and Miinohara areas. Many molluscan fossils 
yielded from the lower parts of the group indicate the middle Miocene in age. The 

upper part yields deep sea molluscan fossil, Propeamussium tateiwai, in the Miinohara 
area. 
 

Azumayama Gravel Bed 
This bed is of old fluvial gravels distributed on the eastern slope of Mt. Azuma- 

yama at about 1,000meters in altitude. The gravel bed is covered by a part of basalt 

lava. It seems that gravel bed and basalt lava are Pliocene or lower Pleistocene in age. 
 

Olivine Basalt 
The olivine basalt lavas erupted in late Tertiary are distributed in the northern 

corner and in the southwestern part of the area, and occur topographically as mesa. 
They cover directly the Mesozoic and Paleozoic formations or igneous rocks and Azu- 

mayama Gravel Beds. The phenocrysts are of olivine, plagioclase and clinopyroxene, 
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and composed of the same minerals as the phenocryst and in addition altered glass 
accompanied with a small amount of iron-ore. Often the zeolite aggregates fill  the 
amygdalo ida l  cavi t ies  in  the  groundmass . 

 
QUATERNARY 

 

Miinohara Gravel Bed 
This gravel bed is  of old fluvial  deposits  of beheaded rivers developed in the 

Miinohara and Kakkake Pass areas. The bed is composed mainly of gravels in lower 
part（6m thick）and sandy clay in upper part（2m thick) . 

 

River Terrace Deposits 
In the mapped area,  r iver  terraces are  poorly developed.  Terrace deposi ts  are 

composed of mainly gravels, and covered by volcanic ash layers. 
 

Sambe Volcanic Ash Layer 
At many places of the area, yellow pumice bed with a thickness of about 1 meter 

is found. This pumice was derived from Sambe Volcano. 
 

A l l u v i u m 
Alluvia l  deposi ts  are  seen along the s t reams in the area.  They are  composed 

mainly of gravels. 

 

MINERAL RESOURCES 
 

Chromite Deposits 
The  chromi te  depos i t s  in  the  a rea  a re  now worked  by  on ly  two  mines ,  the 

Wakamatsu and Hirose Mines. The ole deposits are in ultrabasic rocks, especially in 

serpentinized peridotites of the northern part of the Tari-Nekoyama Body. The ave- 
rage content of Cr２O３  in ore products from both mines is about 30 percent in weight. 
 

Molybdenum Deposits 
Molybdenite is often found in leucocratic granites of this area, although the Komaki 

Mine is only one worked until 1976.  The total production of about 1,300tons MoS２  

is  the f i f th  in the Japanese molybdenum industry.  The ore deposi ts  of  this  mine 
occur in altered“ two-mica granite”,  which is marginal facies of the Ryukoma Gra- 
nites. Six major ore bodies,  namely, Ichiman, Chugiri,  Honko, Tenma, Ryugin and 

Shin-Yamata, consist of a combination of pipes and veins, and disseminated ores in 
limited places.  The alteration minerals are both white and green micas,  garnet and 
andalusite, and small amounts of cordierite and potassium feldspar.  Molybdenite is 
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only universal ore mineral, but wolframite and sheelite occur in the upper part of the 
Ichiman ore body. Magnetite is rather common and Fe-Cu sulphides and broggerite 
are  negl igible in amount. 

 

Residual Iron Sand Deposits 

The iron sand deposits were mined from deeply weathered granitic rocks in many 

places of this area during a long period before the Taisho Era. The main source rocks 
are the Dogoyama Gabbro, Dogoyama Granodiorite and Takao Granodiorite. The iron 
sand consists of liberated grains of magnetite that has been strongly martitized and 

very small  amount  of  i lmenite .  In termingled mater ia ls  were separated during the 
weathering and through the gravitational separation processes. Thus the pure nature 
was favored by steel mining industry, although the ore grade was low. 

 

Kaolin Deposits 
Some parts  of  the medium-grained biot ite  grani te,  a member of the Ryukoma 

Granites,  are al tered hydrothermally into kaolin or montmoril lonite  aggregates.  In 
the area the Yanomaki Mine works the deposits of these aggregates at the Komaki 
district of Yokota-cho, Shimane Prefecture. 






